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コガネムシ類幼虫の生態安らびに薬剤防除

に関する研究
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-äi r.lJ li!子虫には多くの種、肢があるが，前木の地下計ßを加害する土壌昆虫が多く，なかで・もコガネムシ類の

幼虫は林業上はもちろん，農業上も重要な;寺虫であるニこれらのコガネムシ類の被害は古くより問題とな

っていて，幼虫による苗木の被害と成虫による抹木の恨l与とは，林業後営が集約化されるにつれて被害度

を増してきたようである「その被害程度は幼虫の棲，目、密度によって異なり，協端にj~瓦目、密度の高い場合は

8. 9 月ころまでに播種苗も移植苗もその大半は信損するか，あるいは枯死しないまでも前の成長はきわ

めてJE く，地肌の見えるような激害を受けるものであるうこうしたi数百地は，著者ら白から町和 27 年 4

月に山形県真室川首脳およひ村l奈川県渋沢苛畑において飼察しているが，特に真室川lî-it日では幼虫の箆，巴、

特芝高く，惨陪たる被害を受けていたコなお，農業方面では 1929~193J 年の 1・勝および侠到11原野のス

ジゴガネ. 1934~1935 年の阻振， 日高および渡岳地方におけるヒメコガネによる澱害は甚大であり，特

に恨釘|原野においては差是 flJ'物以外に雑草類まで根部を食害されたため.-'1ヱ馬の放牧に困難を生ずるほどで

あった。また，最近林地に植栽されたカラマヴの百不が山間二棲息する十オスジコガネの幼虫によって被

惇を』受け，多数枯死することが判明し，成虫による林木の惚害のほかに . ý;fJ虫による被害を防除しなけ』れ

ばならない牝VIしに立ちいたったー

こうした古畑の重要害虫であるコガネムシ類幼虫に対する防除試験は古くから行われており，その防除

方法も毒剤，煩蒸剤，接触剤等の殺虫剤によるもの，忌〕監剤によって産卵防止をするもの，誘致剤による

方法，うで敵微生物による方法，機械的な殺虫法，あるいは耕種的方法等によってコガネムシ領幼虫の箆息

密度を低め，その被害防l1:::に貢献してきた。

薬剤l防除については，肱黒 (1925) はナフタリン，青酸加里，二硫化炭素，クロ ~lレピクリン，アプテ

ライトおよび硫酸鉛を，明永(1925)は三硫化炭素，ナフタリン，青酸加里および青化加里を，宮下(1929)

はナアタリンを，丸毛(1930. 1932)はフロライトおよびクロールヒa クリン乳育lを，千林およびノj、果(1937)

は硫酸鉛を，沢 (1940) は硫酸鉛，硫酸石灰，二硫化炭素，クロールピクリンのほかに接触剤として硫酸

ニコチン，ネオトン，デリス石鹸，カンコウ殺虫剤，煙草粉，煙草浸迅液，青酸加里液，石油乳剤，除

虫菊加用石油乳剤，機械泊乳剤，後藤デシン，クレオリンおよび片脳油を使用して防除試験を行ってい
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る。また，アメリカにおし、ては削ス害虫であるマメコガネの被害が激甚で，牧野ならびに果樹園での被害

を防|殺すべく各種の防除試験が行われてきた。

すなわち，その防除法にはヲミ峨利用の試験，ゲラニオ{ノLおよびユ{ヂエノ{ルのような成虫誘引物質

による試験および殺虫剤による試験等がある。殺虫剤について二，三の例を示すと， H [);DR (1924) は二

硫化炭素を， FLE:MJXG (1928 , 1930, 1932) は硫酸鉛，二硫化炭素，ナフタリンを， ME'fZGER (1933) 

は珪弗化パリウム石灰を， S'roxE & CA~[PBELr， (1933) はクロールピクリンおよびその乳剤を， LTPP 

(1934) はパラデイクロ{ノLベンゼンおよびナフタリンを使用して相当の防除効果を挙げている。 しかる

に第 2 次大戦を契機として殺虫剤に一大進歩がもたらされた~それは安定で筏効性に富み，接触剤である

と同時に毒剤lであったり， あるいは燦蒸的性格をももっている DDT や BHC のような有機殺虫剤の合

成に成功したことである O その後欧米における合成殺虫剤の発見はきわめて多く，塩素系のものとしてク

ロ{ルデン， アルドリシ， ヂイノL ドリン， エン r リン等が登場してくる以外に，有機燐剤のパラチオン

剤，浸透性殺虫剤あるいは士i笈害虫の開蒸剤として D-D が製造されるようになった その結果欧米にお

いては 1940 年合よりすでに DDT， BHC およびクロ{ルデンを使って ~l:hfill-虫であるコカーネムシ類の

がJ虫，ハリガネムシおよびノ、ムシ等の幼虫に対する防除試験を行っている しかし，わが国におけるこれ

らの薬剤による試験研究ははるかに返れ， DDT は昭和 22 年， BHC は 23 年ころから試験されるよう

になった。

著者らは昭和 26 年より，全国的に苗畑付近に箆息するコガネムシ類および苗畑に僕息加害するコガネ

ムシ~j幼虫の種類，発生期ならびに発生量の調査を行うと同時にその生態を研究し，加害害虫の質量とそ

の生態を全国的に把握して，合理的な防|漁法の確立を進めてきたp 今まで内地において，首;tr日付近に主主息

するゴガネムシ類および古i畑に健息加害するその幼虫の種類，発生量および土撲中の幼虫の季節的垂直移

動に関する調査報告は比較的少なかったが， 本調査によって苗畑害虫の種類とその発生量が判明してき

たパしたがって室内殺虫試験には苗畑における優占害虫を供試し，殺虫剤には人畜に筈の少ない塩素系の

合成殺虫剤を使間したσ 防除試験に際しては，室内殺m試験結果に基いて中間の金網枠による防除試験と

野外試験を仔\"，その結果に応じて昭和 27 年度より愛知〔伊藤技師)，京都(安村長師)，兵庫(松本按

師)，岡山(植月技師)，神奈川(加藤技師)，石}11 (野!附安f:íìî) ，新潟(安部技師〕等の諸果の保護専門按

術普及員に依似して，同一設計のもとに現地適厄試験を実施した。

本試験ならびに調査に当つては，林野庁研究普及課，業務課，各営林問主跡j;誠，~ J 各営林署，各県の保護

専門技術普及員ならびに支;場の保護(if! 究室の各位から協力を得た。ここに感謝の意を表する。

なお，木場における試験研究にあたっては昆虫研究室の各位，高知大学農学部助教授ノj、島圭三氏および

ポーラログラフにより ')'-BHC の定量の労をわずらわした三共 KK 農薬郊の熊沢正義氏等の諸氏に感謝

の意を表する。

I 苗畑におけるコガネムジ類の種類とその生態

L 青色蛍光誘蛾燈に誘殺されたコガネムシ類の種類

成虫は直接苗畑において加害することは少ないのであるが，産卵する可能性があるのでその種類，発生

?首長および発生量の調査を行った。さいわいゴガネムシ類には陽性の趨光性のある種類が多いので， 20な

いし 30 ワヅトの青色室長光誘蛾灯を苗畑内に点灯して成虫の誘殺を行った。しかし，各種類の趨光性がま
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だ研究されておらず，コガネムシ類のなかにはマメコガネのように陽性の趨光性をもっていないものもあ

るので，この誘殺虫て、直ちに首畑付近に棲息するコガネムシの種類と発生量を推定することはできないが，

大体の傾向を知ることができる c コガネムシ類についてはその生活史の未だ不明なものもあり，クロコガ

ネ，オオグロコガネおよびピロウドコガネ亜科のものは成虫で建冬するが，多くの種類は幼虫で越冬し，

6, 7 月ごろから羽化成虫となり，交尾産卵を終って成虫の発生が終るのは 9 月上，中旬である。ただ，

有効積算温度力、ら考えても，東北地方に比較して中国，四国，九州での発生は早くなるのが当然である。

なお，成虫で越冬する種類はビロウドコガネ間科のもののように概してその発生は早い。本州，四国，九

州の各営林局磐ならびに県に依頼して点灯採集してもらったコガネムシ類のうち，木州で採集したものを

表示すると第 1 表のごとくである。採集方法については，茨城県友部苗畑および石川県火打谷首畑は連夜

点灯採集であるが，他は1.i1週 1 夜の採集調査であるのしたがって点灯日数の少ないことと，現地の点灯時

期が設計の点灯時期すなわち 5 月下旬よりはるかに遅れているところが多いので，第 1 表に記録もれのし

ている種類もかなりあるものと考えられるご

第 1 表で判明するように，採集されたコガネムシ科の昆虫は 33 種類であり，そのうち苗木を食害する

可能性のあるものは 3) 種以内と考えられるつ発生量の最も多いと推測される種類はヒメコガネで， 8f@ 

所のうち 5 個所において優占種となっており，他の 3 鋼所においても第 2 位が 2 個所，第 4 位が 1 個所と

ヒメゴガネの低忠密度が圧倒的に高いことが推察される「秋旧来本庄の苗畑においてはヒメサクラコガネ

が最も多く，次がヒメコガネとなっており，石川県火打谷の苗焔においてはスジコガネが最も多く，ヒメ

コガネが第 2 位となっている。また，島根県松江の首畑においてはアオドウガネが最も多く，チヤイロコ

ガネ，ト、ウガネプイプイについでヒメコガネは第 4 位となっているっこうしたコガネムシ類の質的また量

的変動は種的分布および苗畑の環境条件に左右されるものであるが，ヒメコガネはいずれの苗畑において

も(憂占種か， またはilIH，ff占種あるいは耳R優占種の発生量に近く， きわめて適応性の強い害虫と考えら計

る J ヒメコガネに比較してその発生量は少ないが，いずれの首畑においても採集されている種類にスジゴ

ガネ，ハンノヒメコガネ，サクラコガネ， ドウガネプイプイ，アカビロウドコガネの 5種類があり，次に

述べるように八ンノヒメコガネ以外の前記 5種類の幼虫はし、ずれの苗畑からも深集されていることから，

広く分布する苗畑筈虫色いうことができょう。

2. ~吉畑に懐息加害するコガネムシ類幼虫の種類と生態

苗畑に懐息加害するコガネムシ類幼虫の種類，生態ならびにその発生量を知ることは防|徐に必須の基礎

資料である。しかるに今までtこ充分の資料が得られなかったのは，他の一般土壌昆虫におけるごとく，調

杢方法が困難であったためである。著者らは試験場における調査以外に昭和 27 年度より各営林局暑なら

びに果の保護専門技術普及員に依狽して 3 ， 4 月に苗畑の抱取調査を行い， 11がごとに掘り取ったコガ

不ムシ類幼虫を送付してもらっている。それらについて分類同定した結果の 4部を表示すると第 2 還元のご

とくである c

第 2表は特別の場合を除いて ， 1m' 深さ 40cm の場所を 10 個所掘取り調査した結果で，古畑に陵息

するコガネムシの種類と発生量を知る一つの資料て、ある。東北カミら九州までの12個所の古畑から以上のよ

うな方法で掘り取ったコガネムシ類幼虫の種類は，ヒメコガネ， ドウガネプイプイ，サクラコガネ，セマ

ダラコガネ，スジコガネ，クロコガネ，すオクロコガネ，マメコガネ，ナガチャコガネおよびピロウドコ

ガネilli科に属する種類であるでそのうちピロウドコガネ亜科の幼虫は，現段階において分業同定ができな
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Table 1. 苗畑におし、て点灯

May beetles collected by the 

~ ~ Pref氏ture ，~kit~， , .7amagata 
一ー一 .L .l~.L":';\"'I. Ul'-' (Ho吋δ) 1 (Mamurogawa) I 

Period lighted , 1m  _ ，~~ ITV I I/VII~20/IX ， : 12/V ~31/\1ll， Species 

Serica booμW~~'I' B Kl I. ヒゲナガピロウF"コガネ i 
S. ja�onica Mo'l'sι1 1. ピロウドコガネ

S. orientalis Mo'l'日ιn. ヒメビロウドゴガネ

S. s i1河ilis LmVIS カノξイロピロウドコガネ

S. s�﨎sigrada BUm,SKE オオピロウドコガネ

Autoserica costaηea ARROW アカピロウドコガネ

Au. secreta BRE:-ì日KE マルガタピロウ 1: コガネ

Apogonia arnida LEWI日 ヒメカンシヨコガネ

Lachnosterna �icea W A'l'EHlI. コクロコガネ

L. kiotonensis BREN日 I王E クロコガネ

L. rnorosa 羽TATEHH. オオクロコガネ

合'anida albolineata MO'rSGH. シロスヂコガネ

Heptophylla picea MO'l'SGH. ナガチャコガネ

Melolontha ja�onica BURlII. コアキコガネ

M. frater AUROW オオコアキコガネ

Anornala albゅþilosa HOPl, アオドウガネ

A. costata HOPE オオスヂコガネ

A. cu戸間a HOPE ドウガネプイプイ

A. dairniana HAlωLD サクラコガネ

A. geniculat:1 Mo'l'sιJ1. ヒメサクラコガネ

A. lucens B~~LLIO::<I ツヤコガネ

A. multistriata M�'l'SCH. ハシノヒメコガネ

A. 円tfocu戸rea Mo'l' sιH. ヒメコガネ

A. viridana KOLDE ヤマトアオドウガネ

A. orientalis W A'l'ERH. セマよ臣、ラコガネ

A. fρlιω官ilιめbr灯is '\九VA吐T可El江r. ヒメスヂコガネ

A. sρμle仰河dゐ6目附S GYJ，LE沿弘:1-五、〈叫;

A. tμesta節cei勿pe.ω's Mo 'l郎，'1'1日 GTI. スヂコガネ

Ado何tus tenuirnaculatzωWA'l'Em-I. チヤイロコガネ

All仰りrina dichotorna L. カブトムシ

Rhornborrhi仰 jalりonica HOl'E カナプン

Ontl1o戸hagωsp. エンマコガネ属

Bolboαマ宮orn，a nigroρlagiaturn W A'l' EHU. ムネアカセンチコガネ

Total 

1953 1953 

:22 

19 

5 

28 

278 

115 

450 

29 

5 ,393 

219 

23 

1,847 

366 

110 

192 

4 

9 , 100 

35 

19 

48 

488 

5 

22 

36 

144 

78 

181 

6 

30 

697 

150 

?7 

15 

2.033 

いが，大体 15 種内外と考えられる。しかも，そのうち Anomala 属のものが 5 種績もし、ることは，林業

害虫がやはり農業害虫でもあることを示すものである。なかでもヒメコガネ幼虫は全部の首畑から採集さ

れており，かっ 10 個所の苗畑において優占種となっている。しかもヒメコガネが催占種となっていない

2 個所，すなわち，愛媛県湯山の苗川Hにおける優占種はセマダラコガネ，滋貨県岩根の百i畑の優占種はク

ロコガネであるが，いずれも第 2 位の発伊豆を占めている種類はヒメコガネである。また， ヒメコガネの
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誘殺されたコプfネムシ凱

fluorescent Iight.trap in the nursery. 

Yamagata Yamagata Niigata 
(Tsuruol王立)! (Ogu凶) (Honai) 

21!VI~2/ lX， 1ハ1I ~311四 ， 15/vIl~8/\m ， 
1953 1953 1593 

2 

7 

109 

つ

193 

301 

62 

6 

64 

2 ,624 

56 

12 ,624 

8 

253 

18 ,013 

1, 716 

22 

18 

161 

35 

279 

30 

1 

1,825 

12 

551 

27 

勺
L 

33 32 

58 

82 22 

35 ,897 2 ,274 1, 177 

5 一一

Ishikawa Shimane 
(Hiuchidani) (Matsue) 

6/V~26/YIl， 13/\1I~7/IX ， 
1953 1953 

31 

5 

4 

128 

155 37 

2 

日57

12 

271 

150 

102 

B 

198 

15 

45 

397 

7 

1,902 

Ibaragi 
(Tomobe) 

27八 l~i2/JX ，
1951 

212 

15 

5 

10 

3 

10 

171 

2 

1,294 

1,432 

6 

13 

5 

10 ,359 

2 

3 

16 

940 

11 

14.511 

優占程度も秋岡県本庄の苗畑の 43.5% を除いて，他の苗畑におし、てはし、ずれも 509/ó 以上であり，その

最高は千葉采旭町首畑の 96% となっているコ第 2 に採集率の高い種類はピロウドコガネ亜科およびクロ

コガネで 9 個所，第 3t土サクラコガネの 7 個所，第 4 はドウガネフーイプイおよびマメコガネの 5 個所とな

ってし、る。以上の比較的採集率の高い 6種類のうちヒメコガネ，ビロウドコガネ亜科，サクラコガネ，ド

ウガネプイプイは，採集年度に一部一致しない場合があるにしても，成虫の灯火誘殺の結果 (Table 1)に

5 

5 

3 

457 

73 

19 

227 

8 

8 

10 

62 

615 

5 

2 , 196 

2 

8

1

 

4
・

2 

3 ,595 

161 

3 

8 

8 

7 , 737 
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Table 2. 苗畑におけるコガネムシ類

White grub population of several species 

Akita 
Prefectur巴 I (ふnagari ， I 

19521 
Area researched i ノ l

(附包〕Species 
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A. testuei�es MO'J'f'Gll. 
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BH.E);SKE グロコガネ
L. morosa W A'fl鍠.TT. 
オオグロコガネ

PoPillia ja戸onica Nmvア)IAX
マメコガネ

Hゆtoþhylla ρicea MO'l'SCll. 
ナガ千ヤコガネ

Sericinae 
ピロウ 1: コガ「ネ TIIî干斗

Total 

Akita Akita Yamagョta
(Honjδ， i (Kakudate , I (Mamuro' 

19叶) 1952) Igawa , 1952) 
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(Oguni , 

1953) 

/
o
n
4
 

0
/
ｭ

Q
U
 

oo 
n
b
 

n
b
 

10 

ノ
り
5
6
0
8

n
v一
，

.

.

.

.

 

n
u
q
u
n
O

ハU

5

2

 

6
4
A
l
-
ｭ

戸h
U

内
〈υ

% 
24 I 82.8 n

o
 

r
D
 

一
O
R
U
A

吐

O
/

・
0

3

q

u

 

n
仏T

1
1

〆

U

。
。

6 3.4 
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1.8; 3 I 10.3 , 

29 I 100. 。

8 10.8 

74 I 1∞ 

2 i 6.9 

今
ム

100.0 

おいていずれの苗畑にも昆息している種績である c セマダラコガネは愛媛県湯山の前畑においては優占害

虫となっているが，採集個所は 4個所，オオクロコガネおよびナガチャコガネは 3 個所，スジコガネは 1

個所から採集されているにすぎない、なお，島根県松江の首畑からは， 1954年多数のアオドウガネの幼虫

が探集された。こうした苗畑の幼虫抱取り調査を行った結果，幼虫が苗畑にr:M息力日告する種類は，首畑で

灯火誘殺できる成虫の種類の約半数である。しかも成虫・幼虫ともに凡ての1'1i:k1lIにおいて採集率高く，優

占種か高優占種となっている種類はヒメコガネであり， f憂占種とはなり得ないが比較的慢性的に広い範囲

にわたって挺息力11宮ーするものにピロウドコガネ商科に属する種類がある また，首畑で灯火誘設されたコ

ガネムシ領成虫の種数に比較して，掘取り幼虫の種数の少ないことは，調査面積が少なかったこと以外iこ

種類による陵分け，すなわち産卵場の相iきがあるためと考えられる。

優占3虫であるヒメコガネは東京付近においては渦 1 年で 1 世代を終る 成虫の発生期間は 6 月ド旬か

ら 9 月中旬で，その最服期は 8 月上・中旬である 土壌中に産付された卵から府化した幼虫の多くは，年

内に 1~2 因。脱皮をして 2 令あるいは 3 令幼虫となって冬を越す3 翌春 3 ， 4 月ごろ地温が上昇するに

従ってふたたびf具食加害し， 5 , 6 月ころより前備期を経て婿化し，つづいて羽化成虫となる。なお 1 世

代を経過するに要する年数は，北海道においては満 2~3 年であることはすでに研究されているが，東北

地方および中部高冷地帯においては満 2 年あるし、は 3 年を要するであろうことは，有効積算温度および周

年幼虫抱取り調査からも推測できるところであるてまた，薬剤防除試験を行うにあたって，試験地におけ

るコガネムシ類幼虫の令期とその割合を知っておくことに，施用薬量に深い関係のあることから， 1951年

3 月 8~14 日に茨城県友部苗畑において 100m' の掘取り調査を行った。 その結果，ヒメコガネ幼虫が

866 頭で，全掘取り幼虫数の 96.5% で、あった。そのヒメコガネ幼虫の令期別百分率は 1 令幼虫 2% ， 2 
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幼虫の種類別陵息数 (3-4 月〉

collected in the nursery from March to April. 
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令幼虫 66% ， 3 令幼虫 32% で， 2 令幼虫が過半数を占めていることが判明したーまた， 1951 if.・ 4 月に

おける神奈川県渋沢苛畑の掘取り調査ではヒメコガネ 2 令幼虫 71% ， 3 令幼虫 299告であった 由来コガ

ネムシ類幼虫による古木の被害は， 3 令幼虫による被害が甚大であるつしたがって，東京付近の苗畑にお

いては秋には 2 令幼虫が多いので，秋の被害:土l七絞的少なく，その薬剤l防除試験も 2 ， 3 令幼虫を対象に

して修他時期の 4 月に防除試験を行った〉

つぎにコガネムシ魚幼虫の棲息密変であるが，その分布はきわめて不規則で，同一苗畑において，また

同一l対極他殺地において掘取り調査を庁つでも王規分布をしていな L らこれらの原因については不明の点

が多く，今後の研究にまつものが多L 、 o 1952 年 4-5 月に行った東北から九外いこわたる 10 県下の苛畑に

おける 18J rn2 の却l取り調査の結果では， 1111.'2.当り 0-129 jfJ'ã，平均 1m' 当り 14.7 顕であった" 1 m2 

当り 129 頭というと援息数は， 194) 年茨城県下の大豆畑にヒメコガネが大発生した時の 1m2 当りの幼

虫優息数 80 頭よりはるかに多いものであり，首畑における夜害の激甚さを推測することができる c

っき、に加害時期て、あるが，越冬期を除いて 4-10 月までは一般に加害される可能性はあるこしかし 1 ・

2 令幼虫による被害は比較的軽微で， 3 令幼虫による加害が最も激甚であるコしたがって幼虫の箆息密度

3 令幼虫の多い時期ががし、して加害の著しい時期である J 前述したように，茨城県友部苗畑にもよるが，

神奈川果渋沢苗焔における 4 月調査では， 2 ヒメコガネの 2 令幼虫が 66%，における 3 月の調査では，

令i;iJ虫が 71% を占めているつこのように， 2 令で越年する幼虫の多い苗畑における最もはなはだしい加

害時期は， 3 令幼虫の多い 5-6 月の 1 回である 2 しかるに，三重県津市の試喰苗畑における 1953 年 4

月の調査では，ヒメコガネの 3 令幼虫が 82% で，越年幼虫による春の被害のほかに，夏場新しく勝化し

た幼虫が年内に多く 3 令になって加害し，被害は春秋の 2 回に表われたニ
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こうした現象は， 1952 年度に鹿児品J}{1; LfJ水の!'U):/llにもが、められたことから，日本南部の温暖な地帯の

首畑では，ヒメゴガネは年内に 3 令.こなる幼虫が多く，力f害のはなはだしい時期は春季であるが，秋季に

も相当の被害のあるものと推刈される

コガネムシ拘，1幼Et!.による前畑の被害量については，今までにE確な数字が少ないので， 1952年度より広

Table 3. コガネムシ頴幼虫

Seasonal vertical population of 
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白畑害虫の防除に関する研究-1 (藍野・山田・後fjわ -9-

範囲にわたってコガネムシ類による 1 回床替苗木の枯損および被r書苗木の数量調査をはじめた しかし，

銅査地(28 Cl~880 m') の佑損および翌春の掘取り全苗の被害調査を行えたのは 6 果にすき、なかった コガ

ネムシ顎幼虫の加害による渦 1 年生ヒノキの年間枯損率は.棲息幼虫数が多く加害のはなはだし虫、った茨

城県友部苗畑で 24.7丸神奈川県渋沢苗畑で 21. 4%を示し，最低枯損率は兵庫県山崎1111 の首畑の 3.89'Ó，

棲息深度の季節I的変化

white grubs in th巴 nursery. Hiuchidani Nursery , Ishikawa Pref. 
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平均柑損率は 13.0% である。しかし，知春捌り;絞った全商について，コガネムシ:JWj幼虫等の根部食害害

虫の加害によって廃首となったものを枯損率に加えると，その被害率は友部古川I[で 59%，渋沢首畑で 53

%となり， 3~4 月の掘り取り調査で平均 1m' 当り幼虫の俵息数が 30 頭内外の場合t {前 1 年生のヒノキ

苗は 50% 内外の被害を受ける可能性があるコ 満 1 年生スギ苗の枯損率は， 新潟県保内苗畑の調査では

22.2% であった。

3. コガネムシ類幼虫棲息深度の季節的変化，加害時期ならびに被害量

土嬢昆虫には，季節的に垂直移動を行うもののあることは古くより知られている。コガネムシ類の幼虫

についても，季節的垂直移動の調査研究はすでに新島，宮木，楠(1917) ， I月永(1925)，沢，岡村(1940) ，

中島 (1952) ，田村 (1952) ， PLI::¥Z (1928) , Kn何百IλClfEYRK lJ (1937) , SιH \I'ERD'l'FEGER. (1939) 等に

C~l;;;3mlii;2・C40Ml;;;fhmE|;;1;i五日 d i;;;-b 川 ;2JTL50 日月|;;J3・h 川町

40 

21ん1 ， 1952 I 20/咽!日52 22/0 , 1953 22/N, 1953 I :I2 /v, 1353 

コガネムシ類幼虫の底思密度 Percヨntag巴 of grub population 

地温 Soil temper旦旬re CCC) 

Fig. 1. コガネムシ鎖幼虫の棲息探度

Seasonal grub population in the soil. 

Hiuchidani Nursery , 
Ishikawュ Prefecture.

Table 4. 春季苗畑における

Vertical grub population 

Prefec- Akita Akita Akita ;:~~_~~~~a 
ture 司 (Mamuro-

(Omagari) (Honjo) (Kakdate) \.H;;::,; gawa) 

Depth Da?Rト1" 1952 V , 1952 m 百， 1952 ]1-1\', 1952 i VI , 1952 TI[-IV，即 l
cm ---- % % % %一一一万 '}b: 

0~10 27 25.5 71 , 95.9 i 171 91.9 24 64.9 52 67.5 89 44.3 

1O~20 44 41.5 2 2.7 i 14 7.5 12 32.4 19 24.7 59 29.4 I 

ト30 35 33.0 1 1. 4 I 1 0.6 1 2. 7 6 7. 8 53 26. 3 

30~40 一 一一 i 一 一-

Total 106 74 186 37 77 201 



首畑害虫の防除に関する研究 1 (藤野・山田・後閑〕 一一 11 一一

よって行われている J この季節的垂直移動は地混と大きな関係をもっており，晩秋になって地温が低下す

ると首木の根部を食害することを中止して F方に移行し，翌春地湿の上昇にともなって上方に移行して糾

食活動をはじめる。したがって首畑におけるコガネムシ類幼虫の周年にわたる棲息深度を知っておくこと

は，防除上重要なことである。首古?己のようにこの垂直移動の大きな要因が地温であることから，同じ苗畑

といっても東北，北託手遊と四国，九州とでは季節的に相違のあることは当然であるこつぎに，石川県火打

谷苗畑において行った周年掘り取り調査のうち， 1952 , 1953 および 195~ 年の結果を示すと第 3 表，第 1

図のごとくであるこ

この調査は 1952 年 11 月より現在まで続行しており，休閑地を利用して，毎月 1m' ずつ 10 rn' を

10 cm ごとに 4Dcm まで調査した情采で、あるご 上の図表で判明するように， 10 月下旬になって地温が

14~170C になると，陵息密度の最も高かった 0~10cm の幼虫は下方に移行をはじめ ， 1D~2 ::J cm の幼

虫懐息密度が最も高くなるつついで，地温がますます低下して 6~80C となる 12 月下旬には 10~20cm

の棲息密度は最も高く， 0~10 crn の援息密度が減じて 20~30cm の寝息密度とほぼ同程度となる 1~2

月の地温が1.4~3.60C に低下してもやはり 1D~2Jcm の援息密度は最も高く，次が 0~10cm および

20~30cm で ， 30~40cm の箆息密度はきわめて低L 、。 3 月下旬地温が 7~8'C くらいに上昇しても，

1O~20cm の棲息密度が最も高く， 0~10 cm の援息密度がやや高くなってくるようである乙しかし 4 月

ド旬になって地温が 10.2~11.30C になると上方に移行するものが多くなり ， 0~10cm の棲息密度が最

も高く， 60% 近くに増加する。 こうした現象は 1954 年 4 月下旬の調査結果にも示されており， 地温

10.8~1l .80C になると地表部に移行するものが多くなり ， 0~10cm の棲息数が最も多く， 63% となっ

ているい石川県をはじめ多くの呆におし、て，コガネムシ類幼虫が活動を開始して，摂食加害すべく地表部

の 0~10cm に最も多くほ息するころに苗畑事業をはじめることは，苗木の活動時期とコガネムシ類幼虫

の活動時期とが大体一致しているものと考えてよいと思う。その後地温が高くなって，5月の 17~17.40C ，

6 月の 20~22.6'C ， 7 月の 22.8~23.8'C ， 9 月の 20~22.90C の問では 0~10cm の棲息密度がきわ

めて高く，下方に行くにしたがって倭息数は減少しているご しかるに 10 月下旬になって地温が 15.3~

17.1'C に降下しはじめると，コガネムシ類幼虫は下方に移行し，その過半数が1D~20cm の深さに棲息

するようになる。 このような現象は 1954 年 10 月初日の調査においても見られ，地温 14.1~15.7 C 

に吟 Fするとコガネムシ駁幼虫は下方に移行をはじめ， 1D~20cm の筏息密度が最も高くなっている。す

なわち，第 1 図からうかがわれるように，コガネムシ類幼虫が春季冬眠状態を脱して上方に移行をはじめ

コガネムシ在i幼虫の深度別援忌密度

13 4.8 
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Per 10 m' 

Ishikawa To1cyo Chiba 
(Hiuchidani) (Kinuta) (Mohara) 

Iτ ， 1953 IT , 1951 lY , 1952 

αノ{， 。ノとu 。70ノ

180 59.0 179 72.8 105 80.8 

81 26.6 52 21.2 18 13.8 

41 13.4 13 5.3 7 5.4 

3 1.0 2 0.8 。 0.0 

305 246 130 

in the nursery in spring. 

Yamagata Yamanashi Toyama 
(Oguni) I (Narusawa) CYasun句a)

v , 1953λ忌2 \1, 1952 

9� % '}ﾓ 
258 94.5 135 I 65.9 11 39.3 

273 205 28 



- 12 ー j本莱試験場研究報告第 91 号

る温度は 18.2~l1. 8'C で，多くの昆虫の活動開始温度件;に属する温度であるJ しかるに 10 月下旬に幼

虫がド方に移行する時の地温は 14.1~17.10C で，春の上方移行時の地混よりも高L、。しかも第 1 図に示

すように，冬眠期間の地温は上方が{尽く，温度傾斜は皆左に傾いているが，幼虫が上方移行をはじめる 4

月は深さによる地温の差が少なくなって，深さ別温度曲線は垂直に近くなり，その後地温は逆転する。そ

して地湿のますます上昇する 5~8 月の深さ別地温は冬眠時とは逆に地表部が高く，温度曲線は右に傾い

てくる。しかし 9 月下旬になると，深さ別温度の差が少なくなり，温度曲線は垂直に近くなり，その後逆

転してふたたび左に傾く。 このように越冬してきたコガネムシ類幼虫は1O~12ÜC，その年に発生したコ

ガネムシ類幼虫は 14~lTC の温度に反応して，それぞれ上方または下方移動を行うものであるが，それ

らの移動は上;氾の絶対温度以外に温度傾斜の程度によっても，ある税度穆動を開始する温度が変ってくる

のではないかと考えられる υ

つぎに苗畑事業開始時期前後のコガネムシ類幼虫の深度別縫息状況を知るために，営林局署および果に

依願した調査結果を示すと第 4 表のごとくである 3

調査地は秋田県大曲営林署，本庄営林署，角館営林署，山形県真室川営材努，ノj、国営林署，山梨県鳴

沢，富山営林署，石川県火打谷，東京都砧および千葉県茂原の 1J 個所 12 回の調査結果である 調査地

によっては適期をやや逸したものもあるが， 12 回の調査のうち， 10 同までは 0~10cm における幼虫の

健息密度が最も高く ， 10-28 cm , 20~30 cm と下にゆくにしたがっつて箆息密度は低下し， 3J-4Jcm 

にはほ息しない場合が多いっしたがってコガネムシ魚幼虫は播種およひ、移M時期には，苗木の根部を食害

しやすい土tl~の浅い部分に最も多く陪息していることになる。

111 防除試験

前畑に1m息加害するコガネムシ類の種類， f憂占種および防除に必要な幼虫の生態的研究と平行して，優

占害虫であるヒメコガネの幼虫について室内殺虫試験を行い，その結果に基L、て一定条件下の金網梓試験

および野外試験を行ったっ

1. 室内殺虫試験

a. 供試昆虫 苗畑の優占害虫と考えられるヒメコガネの 2 および 3 令幼虫で，越冬中のものならび

に越冬してきたものを供試した。

b. 供試薬剤 7 ・BHC 0.5% および DDT 10% 粉剤(三共農茶)をあらかじめポーラログラフで

試験し，所定の有効成分を含有するものを使用して殺虫試験を仔った。

c. 試験方法 一定重量の間t採土に所定の菜量，すなわち 11 段階の~量を加えてよく混合し，水

を加えて湿度を 70% とした処理土壌 100g に 19 の落葉を加え， これを!陵高シヤ{レ内に設置した二

処理土壌の薬剤含有量は ， �'.BHC 0.5% および DDT 10% 主もに重量比で 1 ， 0.5 , 0.2 , 0. 1, 0.05 , 

0.03 , 0.02 , 0.01 , 0.008 , 0.005 , 0.004 , 0.00196 である c

各試験区のシヤ{レ数は 10 個，各シヤ{レには 1 頭ずつのヒメコガネ幼虫を放飼して， 14τ~15'C の

地ドトンネル内に置いたご殺虫効果の調査は 4 日間隔に行い，土壌内のヒメコガネ幼虫の生死鑑別を行っ

たc トンネル内の湿度はほとんど 100% に近く，試験中における処理土擦の湿度変化は少なかった3 なお

試験中腰高シヤ{レの蓋は半開きとし， BHC の不自然な;壊蒸効果を除去した。

d. 試験結果 BHC および DDT のような塩素宗の有機合成殺虫剤のヒメコガネ幼虫に対する毒作
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よIIは，仙の昆虫における;場合と同一経過

で，毒作用を受けると最初に軽微な麻輝

がl包る。この麻庫によって歩行は不活溌

となり，腹部をすって歩くようになる。

一層毒作用が進むと歩行は困難となり，

土を掘ったり，または桜食することがで

きなくなり，ついに死の転機をとるに至

る。ヒメコガネの 2 ， 3 令幼虫に対する

BHC および DDT の殺虫試験結果を示

20 :8 

経過日紋
Da.y 

16 12 B 4 
すと第 2 図のごとくである。なお本図に

Fig.2. BHC および DDT 粉剤によるヒメコガネ

2 , 3 令幼虫の 90~lOO% 殺虫率曲線

90~100% mortality curve of the larvae of 

A. rufocuprea Moτ~CJl. with "'f ・BHC

0.5% and DDT 10% dust. 

は殺虫に至らなかった麻痕虫は含まれて

いない。

すなわち， -Y・BHC 0.5% 粉剤による

殺虫言ユt験において， 2 令幼虫は薬量 1~

0.069-& までは 8 日目で 100% 死んでい

るが， 0.03%の菜量では 8 日目に909& ，

26 日 fflこ 100% の殺虫率となっているつそしてなお菜量の低下した 0.01% では 90% の殺虫ネを得る

菜量が低下して 0.OJ8~0.001% になると 44 日円になっても稜虫率l土 60~のに 36 日を要しているへ

つぎに， 2 令幼虫よりもはるかに大形の 3 令幼虫の BHC に対する抵抗力は著2:1%を示すにす}!ないニ

しく増大する。すなわち，薬剤含有量の多い 1~0.19るまでは 2 令幼虫とほぼ同様な殺虫剤J果を示すが，

0.06% の薬畳で 90% の殺虫率を得るには 16 日を， 0.03% の薬量で 100% の殺虫率を得るのに 44 日

を要する。薬量 0.02% では 44 日で 60% の殺虫率， 0.01%の菜量では 2 令幼虫における 90% 殺虫率

iこ比較して， 3 令幼虫でi士殺虫率 10% となっている

第 2 図で判明するように BHC に比較して遅効性て、あつぎに DDT 10% 粉斉IJの殺虫効果を見ると，

薬量

0.1% で 12 円， 0.03% で 20 日， 0.01% で 36 日を要し， 2 令幼虫に対しては BHC 同様 0.01% の

薬量でほぼ同一和皮の殺虫効果を示す。しかし，菜量が低下して，

DDT の含有量 0.5% で 100% の殺虫率を得るのに 8 日，すなわち， 2 令幼虫に対しては，る。

0.008~0.001% になるとやはり殺虫

率は 60~20% に低下する ο つぎに抵抗力の増大している 3 令幼虫に対する DDT の殺虫効果を見ると，

第 2 図で明らかなように，その殺虫力ははるかに BHC に劣っており，薬量 0.06% でも 90% の殺虫率

を得るのに 28 日を婆している。

コガネムシ額幼虫に対しても BHC粉剤l工 DDT粉剤より速効的に作用以と室内殺虫試験の結果から，

"'f-すなわち，する。食害のはなはだしい 3令幼虫は 2 令幼虫に比較して薬剤lに対する抵抗力が大きい二

BHC 0.5% 粉剤に対して 3令幼虫は 2 令幼虫のほぼ 31音の抵抗力があり， DDT 10% 紛剤に対して 3 令

幼虫は 2 令幼虫の約 6 倍もの抵抗力をもっているコ

7 ・BHC 1% および 39.6 ，デイルドリン，グロ{ノレデ"'f-BHC 0.5% , DDT 10% 粉剤のほか，なお，

ハアノレドリンの粉剤を 10Dg の壌土(湿度 709のに重量比で 0.01% 混入して室内殺虫効果の比較試

検を行ったO その詳細な結果については他日発表するが，殺虫効果の最も勝れているのは 7・BHC3% で
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あり，次は γ-BHC 1% であったc

しかし，野外で、の薬剤効果は関係する因子が複雑で，施用時期，施用方法，害虫の種類，虫態，令期，

土擦の種類および薬剤施丹J後の気象条件等によって左右され，室内試験結果のように簡単には考えられな

し、。

2_ 金網枠による防除試験

前芯室内試験の結果を基礎にして士抜，令期別供試幼虫数，舶殺l'1î木数を一定にし，一定面積の金制の

tlを利用して繰り返し防除試験を行ったー室内殺虫試験iこ使用した 1 シヤ F レ内の土嬢 100g の体積は，

春の移植時期にコガネムシ署員幼虫の陵息密度の最も高い表土 10cm 1 反歩の土壊体積の約 100 万分の 1

であり，同一湿度の土壌と仮定すると 10cm 1 反歩の土壌重量は 7_5~10 万 kg と算定されるコ したが

って，薬量〔重量比) 0_01% の室内シャーレ試験の土撲に混入された γ-BHC 0_5% 粉剤と問ーの菜

量は， lm'x10c加の表土に対しては ')'-BHC 0_5% 粉斉Ij 7_5~10g ， l ， OOOm'x10cm の表土に対して

は同薬剤を 7_5~10kg 施用したこととほぼ等しし、。

a_ 試験方法 上司の計算に基いて金網の枠試験には， 1951 年 4 月に 1m' 当り ')'-BHC 0.5% お

よび DDT 10% 粉剤 7.5 ， 15_0 , 22.5g 施用区を， 1952 年 4 月には 1 例2 当り 7 ・BHC1% 粉斉IJ 1. 5 , 

T旦ble5_ 1m' の金網枠内で行ったヒメコガネ 2 令幼虫の薬剤l防除試験結果(生存虫数〕

Effect of soi! treatm巴nt in th巴 spring with ')'-BHC 0.5% dust for contro! of 

white grubs (No. of survival). 

I ,ho, "''''" 1 I t~J食性昆虫 i幼虫数(前柄数|灼数| 1pnhmA 
Treatment Block I No. of i No_ of I No. of i Total I て::vごゴ

Dnaf!:OUS 
1 larvae 'pr叩upae!pupae||imzお

7 ・BHC 0.5% 粉剤 1 0 0101  o[ 1 

平米当 7.5 g 区 IIf IO  0 01010  

')'-BHC 0.5% dust 1 nr 0 0 0 0 0 
7 .5g per m, I T伽1 I 0 0 0 0 1  

J 0 0 0 0  00  7 司BHC 0.5% 粉斉IJ _j V V V v 1 

平米当 15g 区 | 江 o 0 O[  010  0 

')'-BHC 0.5% dusti 11I 0 0 0 0 0 0 

1 5g 開削， I To凶 000 oo  0 

7 司BHC 0.5% 粉剤 I 1 I 0 0 0 0 1 2 Wireworm 

平米当 22.5g 区 rr 0 0 0 0 0 1 Wireworm 
... .. 

7 ・BHC 0.5% dusti J1[ 0 0 0 0 0 0 
22.5 g per m' Total 0 0 0 0 1 3 

1 

無処理区 11

Coロtrol 111 

1 Tota! 

他の土壌昆虫
Other soil 
insects 

0 

0 

0 

0 

2

4

2

B

 

I
l
-
-
3
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1

1
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1 Se打cinae

O 

Wire-screen cage 100 cm x 100 cm x 60 cm_ 

20 2nd instar !arv�.e of A_ rufocuprea MOTf'CH. were released in e旦ch cage. 

No. of transplants (one-year-old Hinoki) 36 per cage. 

Treatment 25-26/1" 1951_ 

Digging 11/V][ , 1951. 
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2.5 , 5.0 , 7.5g および DDT 10% 粉剤 2.5 ， 5.0 , 7.5g 施用区を設け，殺虫効果および経界効果の比

較試験を行ったコ

試験に使用した 1m' の金綱枠は 100 cmx100 cmx68 cm で，横は金網張りの排水口を設けた板張りと

し，底面は 1mm j=f，上回は 3mm 自の金網を張って放飼コガネムシ類の脱出およびヲミ敵の侵入を防い

だ。設置場所は場内の苗畑で，地中 30cm の深さに伴を設置し，枠内の表土約 10cm に上芯の各種薬量

をほぼ均等に施用混スしてから， 1 年生のヒノキ苗を 9 本ずつ 4 列計 36 本植栽し fニョこうした金網作に

供試した種類はヒメコガネ 2 令幼虫で， 1951 年度には 1 枠当り 2J 頭を， 1952 年度にはそれぞれ 38 頭

を 4 月下旬に放飼し，毎月 2 回彼害苗を調査しつつ， I克虫の羽化前 7 月上旬に掘取っを行って浅存虫数

と，苗木の被害松度を訓査した。なお上司の金網作試験はliL塊法で 3 回繰返しとした。

b. 試験結果 試験結果を示すと第 5 ， 6 , 7 , 8 表のごとくである弓

Table 6. 1 m" の金網枠内で行ったヒメコガネ 2 令幼虫の薬剤防除試倹倍果

(被害苗木本数〉

Effect of soil treatment in the spring with y.BHC 0.5% dust for 

co口trol of white grubs (No. of damageヨ transplants).

Tre:�ent 

y-BHC 0.5% 粉剤l
平米当 7.5 g 区

γ-BHC 0.5% dust 
7.5 g per m乞

γ.BHC 0.5% 粉剤 l
平米当 15g 区 ( 

γ-BHC 0.5% dust , 

15g per m' 

γ ・BHC 0.5% 粉斉Ij
平米当 22.5g 区

y-BHC 0.5% dust 
22.5 g per m' 

Block 

1 

Jl 

JIf 

Total 

中被害苗数 激被害苗数 l 全被害苗数
SZ 孟12v Noof m刷e Noofseriouslyi Toulof 

tmspimtJ gIadβdzmaged damaged i dmaged 
transplants transplants I transplants 

0 , 
ο ご 2 

36 。 。。

35 。

3 105 2 

I 。

JI 

JIf 

Total 

I 

H 

111 

Total 

無処理区

Control 

I 

H 

111 

Total 

35 

36 

36 

。

。

。

。

10; 

n
u

円
U

円
U

36 。 。 。

36 。 。 。

36 。 。 。

108 。 。 。

30 

36 

36 

102 

2

0

0

2

 

6

0

0

6

 

4

0

0

4

 

上表は 1951 年度の試験結果で，そのうち第 5 ， 6 表は BHC の試験結果である c すなわち y-BHC

0.5% 粉剤の 1 m' 当り 7.5 ， 15.0 , 22.5 g 施用区においては， 7 月の掘取り課査時に生存虫が全くない

のに反して，薬剤無施用の対照区においては 43 精1I (71.79めが生存しており，上記薬剤施用量で 2 令幼

虫を防除することができるごまた苗木の被害率(枯損，中および激被害生存首〕は施用薬量 1m' 当り 7.5

g 区において 2.8% ， 15g 区において 0.9% ， 22.5g 区においては無被害であるのに反して，対照区は

5.6% の被害を受けている c

つぎに DDT 10% 粉剤の防除試験結果は第 7 ， 8 表で， 7 月掘取りの生存虫数は施用菜量 1m' 当り
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Table 7. 1 m' の金網枠内で行ったヒメコガネ 2 令幼虫の薬剤防除試験結果

(生存虫数)

Effect of soil treatment in the spring with DDT 10% dust for control of 

white grubs (No. of survival). 

I 幼虫数(前踊数|附数 I 主主自主1':.1.;他の土壌昆虫
Treatment 1 Block No. of No. of 1 No. of i Total ~，"'VH山 Other soil 

'~..m~ I ~_~~..~~~ I ~..~~~ i pn旦gous ・ aφi 四vae 1 pr叩upae I pupae I i口町cts Ins巴c(s

1 0 0 0 10  I 1 10 DDT 10% 粉斉U I J. V V 1. V I V 1 
平米当 7.5 g 区 IT 0 0 1" 0 0 0 0 

DDT 10% dust m 1 0 0 1 0 1 Wireworm 

7.5 g per m' I Total 1lo  0 

1 0 0 0 0 0 iO DDT 10% 粉剤 ..L V V V I V I 

平米当 15g 区 H 0 0 0 0 010  

DDT 10% dust II[ 0 0 0 0 0 1 0 

15g 附 m' 中川 ハ|ハ o 0 0I  0 

DDT 10% 粉剤
平米当 22.5g 区

DDT 10% dust 
22.5 g per m' 

無処 T唱区

。

。

。

1 12 o 
J[ 11 。

o 0 1 2 Wireworm 

。

。

。 o 0 

o 0 

o 1 1 2 

。

2 1 Serici托呈巴

Control 1J[ 12 0 2 

13 

16 

14 

43 

。

。 。

Total I 38 0 5 

Treatment 25-27/lV , 1951. 
Digging 11/\,1[, 1951. 

7.5g 区において 1 頭 (1. 7%) ， 15g 区において 0 ， 22.5g 区において lliJ1 (1. 7%) に低下しているの

に反して，薬剤無施用の対照区においては 43 頭 (70.2%) が生存しており， DDT 10% 粉剤は上7己の

施用量でヒメコガネ 2 令幼虫を駆除することができる また，苗木の被害率を見ても 1m' 当り 7.5 およ

び 15g 区において 0.9% ， 22.5g 区において無被害であるのに比して，対照区は 5.6% の被害率を示

している l このように金網枠詞設においては ')'.BHC 0.5% および DDT 10% 粉剤を 1m' 当り 7.5g

以上 10cm 内外の表土に混ス施用すれば， ヒメコガネ 2 令幼虫を殺すこ主ができ，室内の殺虫試験結果

とほぼ一致することが'fIJIJT;)した、

なお，このような中間枠試験は，薬剤の効果が気象条何二等に影響されやすいと考えられるので， 1952年

度においては 7・BHC 1% 粉剤および DDT 10% 粉剤を使用し，供~t虫も 10 頭増加して各枠ごとにヒ

メコガネ 2令幼虫 30 頭を放飼して試験を繰り返した。 その試験結果を示すと第 9 ， 10 表のごとくであ

る。

1952 年度は 7 量が 2 倍になっているので，試験には施用薬量 1m' 当り1. 5 ， 2.5 , 5.0 , 7.5g 区を

設置した。その結果が第 9 表で， 7 月上旬に掘取り諦査を行った時のヒメコガネの生存虫数は，薬剤無施

用の対照区において 53 頭 (58.9%) であるのに比して ， 1. 5g 施用区は 19 頭 (21. 1%) ， 2.5g 施用

区は 18 頚 (20.0%) で対照区と 5% の危険率で有意の差を示し， 5.0 および 7.5g 施用区では生存虫

は 1 頭(1. 1%) で 1%の危険率で有意の差を示している
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1m' の金網枠内て、行ったヒメコガネ 2 令幼虫の薬剤l防除試験結果

(被害苗木本数)

Effect of soil treatment in the spring with DDT 10% dust for controI of 

white grubs (No. of damaged transplants). 

首脳害虫の防除に関する研究ー I

Table 8. 

全被害荷数
Total of 
damaged 

transplants 

激被害苗数 l
No. of seriously : 

damaged 
transplants 

中被害苗数
No. of middle 
grade damaged 

tra口splants

健全首数
No. of healthy 

tr且nsplants
Block Treatment 

0 

0 

o 0 

o 0 

o 0 

o 0 

2 6 

o 0 

o 0 

2 6 

l

o

o

-

-

0

0

0

0

 

ー
ム

n
u
n
V
1

』

n
u
n
u
n
u
n
u
 

35 

36 

36 

107 

36 

35 

36 

107 

36 0 

36 0 

36 0 

108 0 

30 4 

36 0 

36 0 

102 4 

n
u
n
U

円u
n
u

I 

H 

111 

Total 

1 

Jl 

]11 

Total 

I 

JI 

111 

TotaI 

I 

Il 

111 

Tot司 l

DDT 10% 粉斉IJ
平米当 7.5g 区

DDT 10% dust 
7.5 g der m' 

DDT 10% 粉斉1]
平米当 15g 区

DDT 10% dust 
15 g per m' 

DDT 10% ò紡、期l
平米当 22.5g 区

DDT 10% dust 
22.5 g pe了 m'

;初、処rw.医

Control 

施用薬量の少ない 1m' 当りつぎ、こ DDT 10% 粉河lによる絞虫試験は前年度の繰返し試験であるが，

2.5 , 5.0g および 7.5g の試験を行った その結果は第 10 表iこ示すごとくで，掘取り生存虫数は 2.5g

区では 15 頭 U5.7%J で対照区と 5% の危険率で有志の2去を示し ， 5.0g 区では 11111 (1. 1%) で 1%

DDT 10% 粉剤は 1m' 当りすなわちこれらの枠試験結果から，の危険率で有志の差を示している。

y-BHC 1% 5g の場合と同様 ， 1m' 当り 5g を表士約 10cm にj見ス施用すれば，ヒメコガネ 2 令幼虫

を充分防除しうることが判明した。

なお，第 5~1O表の rl:Jの天i散とはシオヤアプの幼虫であり，他の土壌昆虫とはハリガネムシおよびヒメ

コガネ以外のコガネムシ類が主であるじ

また， 1952年度における苗木の被害状況い関しては， 7 月の掘取り調査時に人夫が試験区別苗木をì.ffi同

してしまったので調査することができなかったc

野外防除試験3. 

昭和 26 年度は予備的に笠間営林署管内の友部苗畑において ， Y-BHC 0.5% および DDT 10% 粉剤

を 4 月苗木植栽前に反当り 5 ， 10 , 15 , 20 kg の割合で苗畑の表土 10cm 内外に混スして防除効果を試験

26 年度の試験結し，その結果についてはすでに東京営林局技術研究第 3 号に報告してある c すなわち，

呆では，薬剤l無施用の社照区に比較して処理区のコガネムシ煩幼虫数ならびに移植ヒノキ苗の被害率は箸

しく減少しているでしかし，面積の関係で繰り返して試験が行えなかったので，昭和 27 年度には， DDT 
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Table 9. 1 m' の金網枠内で仔ったヒメコガネ 2 令幼虫の薬剤l防除試験結果〔生存虫数)

Effect of soil treatmeロt in the spring with ')'-BHC 1% dust for control of 

white grubs (No. of survival). 

川 | い… 印剖…Iiγ問一数 附U一数ぺ| 官|川他一の吐叫吋土蛾瑚叩壊蜘即昆悶虫

似pre凹問p凹ae削| 仰a回巴 , ! ~i口sect匂s 

i O 1 4 l 7 1 l | 3 S&伽制巴昨eriωi
o 5 ? 0 2 Seri仰αe

|O45|0  1 0 

o 13 19*|l5  

jljlj ljlj 

幼虫
Tre旦tment I Block I No. of 

I larvae 

7 ・BHC 1% 粉剤 I 1 I 
平米当 1. 5g 区 JI I 2 

')'-BHC 1% dust 1 1[[ 

1 ・ 5g 阿 m' I Total I 6 

')'-BHC 1% 粉剤 1 1 1 

平米当 2.5 g 区 11 4 

')'-BHC 1 % dust 1[[ 

2.5 g per m' I Total 9 

')'-BHC 1% 粉剤
平米当 5g 区

')'-BHC 1 % dust 
5.0g per m' 

11 

III 

Total 

円
U

円
u
n
u

円
U

。

。

')'-BHC 1% 粉剤
平米当 7.5g 区

')'-BHC 1% dust 
?5 g �er m' 

無処理区

Control 

-
E旧
加
一
I
E
M
M

。

。

円
U

円
U

円
U

円
U

。

。

4 

4 

円
U

円
U

円
u
n
u

9 

勺
ノ4
1
1

‘

1
1

バ
吐

1

2

1

4

 

I ~ i 1 A. cUlうrea

ll A・ cuþrea
つ

I 5P 1;. ~~frea 
v I 4 Sericinae 

o 3 Sericinae 

1 1 Sericinae 

3 I 9 

。

。

〆
O
R
U

勺
ム
つ

υ

1

2

1

5

 

Wire-screen cage 100 cm x 100 cm X 60 cm_ 

30 2nd i口star larvae of A. ruf OCUlりrea MO'I'RCH. were released in each cage. 

No. of transplants (0口e-year-old Hinoki) 36 per c在ge.

Treatment 1V, 1952. 

Digging VlI, 1952. 

* 59'~ の有主主差 Significant difference at 5% level 

料 1% の有意差 Significant differe口ce at 1% level 

粉剤よりも防除効果のすぐれている BHC 粉剤を使用して繰返し試験を行つだっ

a. 試験方法 植栽樹種には 1 年生のヒノキ苗を用い，供試した 7幽BHC 0.5% および 1% 粉剤の

反当り施用量は， 室内試験および中間枠試験結果に基いて決定したっすなわち， 第 1 試験には ')'-BHC

0.5% 粉剤を使用し，その試験区は反当り 5 ， 10 kg および対照区の 3 区である、第 2試験には， ')'-BHC 

1% 粉剤を使用し， ')'含有量を第 1 試験と同一にして試を貴区を反当り 2.5 ， 51lg および対照区としたG

I 試験区の面積は 750m' ， 1 試験区は 3 プロックからなわ各プロックの国債は 250m' である内いずれ

も 3 回繰り返しのラテシ方格法により配列した。苗畑に BHC 粉剤を施ilJするに当つては，所定量の粉剤

を風に吹き飛ばされないように予め作っておいた風乾土によく混ぜ，その土J]~で、増量された BHC 粉剤を

ヒノキ苗値殺前に試験地にほぼ均一に散布し，それを 10cm 内外の表土に釧き込んでから苗木の植栽を行
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Table 10. 1 m" の金網枠内で行ったヒメコガネ 2 令幼虫の薬剤l防除試験結果

Effect of soil treatment in the spring with DDT 10% dmt for 

contro! of white gmbs (No. of surviva!). 

苗畑害虫の防除に関する研究-1

他の土嬢昆虫
Other soi! 
insects 

sE ~: ~U戸向。
16 Sericinae 

o 
O 

B 

捕食性昆虫
Entomo. 
phagous 

z ロョects

0 

0 

幼虫|前踊数 l 踊数
No. of , No. of 1 No. of 
larvae 1 prepupae I pupa巴

I 0 
0 

0 

0 

F、nu o
 

l
 

B
 

7

1

0

8

 

っ
、U

つ
L
q
4
7
'

7 Seγici托ae

4 Seγicinae 
511 ~.c坤何d
14 Seγicinae 

16 

n
u
-
-

ハ
U

1
l

。

。

l ホ*

円
ν

ハ
U

ハ
U

〈
U

2 Sericinae 

o 
0 

2 

円
u
n
u
n
u
n
u

0 

0 

0 
l 巧語

円
U

円
U
1
A
1
ι

。
。
。
。
一

o
h
o

-
一
ハ

u
n
u
-
-

I 

E 

JI[ 

Total 

I 

E 

ll[ 

Tota! 

Treatment 

DDT 10% 粉斉IJ
平米当 2 . 5g 区

DDT 10% dust 
2. 5 g per rn'l 

DDT 10% 粉斉1]
平米当 5 g 区

DDT 10% dust 
5 , Og per :叩2

円
U

円
U
1
i
1
l

R
J
v
q
u
1
1
0

ノ

フ
ん
円

υ
7
-
q
u

6

5

2

3

 

唱i

「
4
1
i

民
d

内4

1
4
1
A
4

・

1

2

1

4

 

n
u
n
u
n
u

ハ
U

4 

A
品

1
l
Q
J

I 

E 

m 
Tota! 

I 

E 

lRI 1 Tota! 

Treatment lV , 1952. 

Digging Vlf , 1552. 

DDT 10% 粉剤
平米当 7 . 5 g 区

DDT 10% dust 
7.5g per m' 

無処理区

Contro! 

ったq また ， �'.BHC 1% 粉弗lを供試した理由は主に経済効果からである 。 すなわち ， ì' 含有量を 0 .5%

粉剤と同一にして施用した場合， 茶畳が 1/2 であってもうまく均一散布ができてしかも防除効果に変りが

なければ ， 経済的には ì' 1 %の粉剤を使用した方が有利である 。

試験地の設定が終了するとともに，施薬前に各試験区ごとにラシダムに 1 m" ずつ ，調査方法b. 

試

かる幼虫の棲息密度調査は施薬後の 6 月および 11 月にも問機方法で調査し ， 懐息幼虫に対する BHC の

効果を調査した。 枯損苗木については施薬後， すなわち 5-10 月 まで毎月調査し ， コガネムシ顎幼虫によ

そして生き残った苗木については ， 12-4 月のるものとほかの原因によるものとを銀別記録して行った

苗木の掘取時に全商の根部食害状ìl-Cを調査記録し ， 地上長の測定ならびに廃苗の選定を行った コ また ， 苗

長調査は 4 ， 6 , 8 , 11 月に各試験区ごとにランダム iこ 380 本の生立苗木について調査したものである 。

なお ， 友部苛畑以外の神奈川，愛知，京都， 兵庫，岡山および新潟県下の苗畑で行った試験は ， われわ

れが設計し ， その設計書に基いて保護の専門普及員が試験を実施し ， かつ調査を行った結果である 。

来計占験試c. 

友部苗畑における防除試験結果

友部苛畑で薬剤処理を行ったのは 4 月下旬である 。 各試験区内の薬剤01朗.前におけるコガネムシ額幼虫

の底思密度は 3 月 26-'29 日に，薬剤処理 2 カ月後の筏息密度は 6 月 24-28 日に ， 約 6 カ丹後のほ息密

茂ぽ 11 月 18-22 日に行った。 その調査結果を示すと第 11 表のごとくである 。
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Table 11. 1 例2 当りコガネムシ類幼虫の懐息密度

IVJean grub population per sq. meter. 

Kasama Nursery , Ibaraki Pref. , 1952. 

Date 
26~29/m 2目的[ 18~22/泊

施薬前 施薬後!
B巴fore treatment After treatmeぱ|Treatment 

'Y.BHC 0.59η/合ノ。 粉剤 反当 5 kg 区 34 6*ネ 29 
'Y.BHC 0.5% dust 5反kg当PEr hlg ,OC Dmg 
'Y.BHC 0.5% 粉du剤st lO 区 28 6** 18 
γ.BHC 0.5% dust 10kg peγ 1 ， 000 m' 

無処理区 Co口troI 31 12 16 

7 ・BHC 1% 粉剤反当 2.5 kg 区 27 3** 15 
7-BHC 19Fd占 dust 2.5 当kg per 1,000 m' 
γ-BHC 1 粉剤反 5 kg 区

23 2** 14 
'Y-BHC 1 % dust 5 kg per 1 ， 000 閉さ

無処理区 Co口troI 31 8 

a-掘取り面積は各プロ、y トごとに 29~ TotaI dug area is 2% in each p!ot. 

料は 104 の危険率で有志、22 料 Significant difference at 1% 1巴vel.

TaUe 12. 施薬後の j~lí損苗木数

Number of died transplants aftel treatment. 

Area of each treatment consisted of 3 plots is 750m'. 

Tomobe Nurserv. lbaraki Pref. 

[他殺本数l
I TotaI 

虫害以外の原

Species 

One. 

year目

old 

Hinoki. 

Treatment i number 
1 of 
I trans-
I plants 

7 ・BHC 0.5% 粉河Ij 1 

反当 5kg 区 32 ,072 I 
7 ・BHC 0.5% dust 1 UL , VU_ I 

C! kg per 1, 000 n♂ 
'Y-BHC 0.5% 粉斉Ij i 

度当 lokg 区 37., 298 
'Y-BHC 0.5% dust 
10 kg per 1,000 mヨ|
無処理区 ControI I 32 ,240 

コガネムシ'l\[i幼虫による枯損本数 :因による粘損
|本数

Number of died transplants infest巴d Numher 
by white grubs and other injurious ins巴cts. ~ of died 

I transplants 
I~::: by other 

21 : 24 � 21 I 26 22 I 18 I ー只
') I ? : :; 1:; :; ';  TotaI 円uses
v 1 Vl I VIl 1 ¥111 IX! X 1 Total 

η/ ， η/ 

/ヒ01 卲 

17 140 21' 910' 56“州5別 1601 1,813 (5.65)*州*吋i 118 (0.36) 

6 50 2 5“悶6“5l 吋 何 1 ， 0刈川Oω阿9引1 (3.3めW〆" 159 (0 将例) 

却一4必ω6ω9 … イわい……7刀市一36161 552 4ω叫叫判叫9舛卯則叫4初引州9κ州〔ο山l
'Y-BHC 1% 粉剤
反当 2.5kg 区
'Y-BHC 1% dust 

2. 5 kg per 1,000 m' 
'Y-BHC 1% ~斉Ij
反当 5kg 区
γ-BHC 1% dust 

一 「十一ベ4叫イl1! lイ十一一…十一一一1ド川川lは山司2お却4必い2
51lg per 1, C コOm雪

解、処理区 CoロtroI
l〔 l13j-J714γ一96 (1.23) 
31 ， 83217212∞ 1 叫 U吋 3叫 1 ，叫 7 ， 874(24.74)1 344 (1 叩〉

" 5% の危険率で有意差

移悩苗木は渦 1 年生ヒノキ

Field tests 呂pplied in ApriJ , 1952. 

ネ Signifiロnt diff巴renc巴 at 5% level. 

One-year-old Hinoki were planted. 
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上表の捷息数は各試験区における 15m2 内に陵息する幼虫 1 m2 当り平均寝息数で，施薬ntriこは第 1 ， 2 

試験地ともに 1 m2 当り 3) 頭内外の幼虫が低息しており，この寝息数では相当の彼害の起ることが予想さ

れたっ 6 月下旬の幼虫抑11王り調査の結果では，無処理区の 1 m2 当り平均棲息数が処理前の平均f~息数の39

%1こ波少しているのに比絞して， y-BHCD.5% 粉剤を施J目した第 1 試験の処到!区では処玉県出jの 19% に，

Y-BHC 1% 粉斉Ijを施用した第 2 試験の処理区では処理了jîJの 9?~ に減少している。すなわち，処理区はい

ずれも対照区に対して 1% の危険率で有意差が認められるつしかし，処理区間に有意志は認められないっ

つぎに，薬剤処民!後の 5~1O月までのコガネムシ類幼虫による枯損宮木数および他の原因による枯損苗

木数を調査した結果を示すと第 12 表のごとくであるご

処理前後における棲息幼虫数の調査結果から，処沌区の被害が対照区に比して軽1成されるであろうこと

はすでに推測されたのであるが，事直結果は上表で明瞭なように，第 1 および第 2 試験とも i二処理区の仮

書量は対照区の被害量よりはなはだしく少なくなっているコすなわち，第 1 試験においては ， Y ・BHCO.5

F6粉剤反当り 5kg 区の被害枯損率 5.65% ， 10kg 区の 3.38% に比して対照区の被腎枯損率;主 15.35μ

‘こ増大している。 そして処理区の桔損率は対照区の枯領率に対して 5% の危険率で有志?の差を示してい

るコまた ， Y-BHC 1% 粉剤施用の第 2 試験においては，被害枯損率は反当 2.5/zg 区で;土 6.649.6 ， 51~g 

区では 7.49% であるのにiとして対照区では 24.74% に高まり，処理区の枯担率は対照区のそれに対し

て l司様 5 ~ó の危険率で有意差を示しており， 第 1 ， 2 試致結果ともに BHC の防除効果の顕著なるこ

とを示しているョなお， 5~10 月の枯損数の状況をみると，概して 8~9 月における枯損数が最も大き

しそれより前後の枯t員数は少なくなっている 越冬してきたゴガネムシ類幼虫の加害時期l~ 1概して 5~

7 月であるが，枯損率の増大するのはス梅後の 8~9 月である令

つぎに第 1 ， 2 試験における 4 ， 6 , 8 , 11 月の苗木の地上部(第 1 側捜より〉の長さを測定し， 11 月

まで、の成長率を示したものが第 13 表である。

Tab!e 13. 4~1l月の平均苗長

Average above ground length of transplants iロ each treatment. 

Tomobe Nursery , Ibaraki Pref., 1952. 

Date 
15/1, 25/� 25/¥111 I 18/'J Growth ratio 

Treatment 

13014 ) 
C判 ι'm c'n CJU 

;̂-BHC 0.5% 粉河l 反当 5 kg 区 12 0 16.7 22.l よ7.7
y-BHC 0.5% dust 己 kg per 1,000 m2 

Y-BHC 0.5% 粉斉IJ 反当 10 kg 区 12.0 17.2 21.8 7.7.7 (131) 
Y-BHC 0.5% dust 10kg p巴r 1 ， 000m雪

無処 J引区 Control 12.0 14.7 16.4 20.1 (70) 

y-BHC 1 %粉剤反当 2.5 kg 区
9.0 12.8 17 .3 22.1 (ゐ 49)

Y-BHC 1% dust 2.5kg per 1,000m' 
7 ・BHC 1% 粉剤反当 5 kg 区

9.0 13.9 17.3 18.8 f ム 09)
y-BHC 1% dust 5kg per 1,000m2 

JWi 処理区 Control 9.0 11.6 11.9 17.1 (叩)

平均苗長は各試験区について任意抽出した苗木 300 本の平均である。

Average length of 300 transplants randomized in each treatment. 

第 13 表の結果は，無作意に各試験区の 300 本について各期に測定した苗長および 4~11 月までの成

長率である。第 1 試験においては対照区の苗木が平均 70% 成長しているのに比較して ， Y ・BHC 0.5% 
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粉剤による処理区の首は平均 131% を示している。また，第 2 試験においては対照区の成長率が 90% で

あるのに比して ， Y ・BHC 1%粉斉Ij 2.5kg 区では 149% ， 5kg 区では 109% を示し，苗の成長量は増大し

ている。このように枯損しない苗の成長率が対照区で恕く，処日!区でよいのは，対照区においてはゴガネ

ムシ類幼虫の懐息密度が高く，苗は枯死しないまでも根i郊を加害される結果，その成長を阻害されているも

のと考えられる。処理区間に差が認められなかったり，また逆の結果が出ているのは幼虫棲息密度のばら

つきが犬きしこの程度の楽量差では意味がない結果の出ていることは，前年度の試験結果と同機である c

つぎに， 12 月に会苗の制取り調査を行ったのであるが， 12 月までの枯損および廃百数を示すと第 14 表

のごとくである。

Table 14. 12 月までの被害 liî木数

Number of died and useless transplants from May to December. 

Tomobe Nursery , lbaraki Pref., 1952. 

Treatment 

jj立抜本数

Total 
number of 
transplants 

枯
立
.
M
y

え
「U
草

F
U
E
A
U
S

一J
引
山d

説
;
沿

一
こ
廃
ぽ
仙
川
叫

お
び

r

ぉ
h
c

E

ヒ
巴

1
p
r

可
抗
J
h
d
m
E

J
レ
ト
同
n
n
H
h
u

の
1市
中
川
a
k
J
λ

他
副
都N
t
4

に
数
d

等
首
m

虫
昨
出d

幼
び
い
旧

新
よ
れ

シ
お
α

ム
損
ぽ

ネ
枯
此

ガ
る
凶

コ
よ

N
useless transplants 
infested by white 
grubs and other 
injurious insects 

Y-BHC 0.5% 粉剤反当 5 kg 区
Y-BHC 0.5?合 dust 5 kg per 1,000 m' 
γ ・BHC 0.5% 粉剤反当 10kg 区
Y-BHC 0.5% dust 10 kg per 1,000 m' 

無処理区 Control 

y.BHC 1% 粉剤反当 2.5 kg 区
7 ・BHC 1% dust 2.5kg per I ,OOOm' 
7 ・BHC 1~骨粉剤l 反当 5 kg 区 32 , 320 
Y-BHC 1 % dust 5 kg per 1,000 m2 

無処阻 l玄 Control 31 , 832 

% 
6 ,058 (19) 呼

3 ,530 (11)* 

12 ,727 (39) 

32 ,072 

32 ,298 

32 ,240 

31 ,896 6 ,343 (20)ホ

6 ,914 (22)* 

18 ,989 (59) 

% 
394 (1) 

514 (2) 

192 (1) 

1,566 (5) 

1, 143 (4) 

594 (2) 

すなわち，第 1 試験における被害率は無礼~J:竪区が 39% であるのに比して ， y-BHC 0.5% 粉剤 5kg

区では 19% ， 10 kg 区では 11% に低下しており，処理区は無処理区に対して 5% の危険率で有志差を

示してし、る。また，第 2 試験における被害率は無処理区の 59% に対して ， y-BHC 1% 粉剤 2.5kg 区

では 20% ， 5kg 区では 22% で，処理区は無処理区に対して第 1 試験と同様 5% の危険率で有意差を

示している。すなわち， 12 月までの枯t員数および廃苗数を総計した結果からみても， BHC 施用区は著

しい防除効果を挙げている。しかし処理区間の差は認められなかった。

つぎに掘取り全 lEの地上部の長さおよび浪部の被害程度を調査し，地上部の長さと廃苗とを 7 段階に区

分した場合の百分率を示すと第 15 表のごとくである。

この表を見ると，第 1 試験における 17 cm 以下の発育不良苗の百分率は無処理区の 39% に比して 5

kg 区では 16% ， 10 kg 区では 15% に低下しており，廃苗率においても無処理区の 29% に比して 5 ，

10kg 処理区はそれぞれ 15% ， 99" に低下している。 しかるに 18cm 以上の優良苗の収量は各段階と

も逆に処理区の比率が無処理区よりもはるかに勝っており ， 18cm 以上のものを合計すると 5kg 区の

69% , 10kg 区の 75% に比して無処理区は 329-~に低下している a

第 2 試験結果も第 1 試験とほぼ同一傾向であり ， 17cm 以下の発育不良苗は無処理区の 40% に比して

5kg 区では 39% ， 10 kg 区では 29% であり，廃苗率は無処理区の 48% に比して処理区は 18% に低
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Table 15. 掘取り苗の地上部首長による区分

Percentage of all two.yeas.old transplants classified seven levels in above 

ground length in each treatment. 

- 23-

Tomobe Nu!"sery , Ibaraki Pref.，刃1 ， 1952. 

Length cm cm cml cm cml cし…mιi 廃Use苗le 率
Treatment ~461l45~3635~30 1Il29~2423~1811i17~lh 1 trasplasns Ts 

7 ・BHC 0.5% 粉剤反当 5 kg 区 % '}b C}b 1 % 9b I 9.(; 9� 
')'-BHC 0.5% dust 5 kg per 1.48 8.10 14.92 23.77 20.62 1 15.83 15.28 

1 ， 000m包
')'-BHC 0.5% 粉剤反当 10kg 区|
')'-BHC 0.5% dust 10kg per ! 0.44 4.85 15.64' :!8.63; 25 ・ 81 I 15.34 I 9 ・ 29

1,000m' 
無主11 王監区 Control I 0.13 し 29 4. 75 9.08 17 . 16 I 38.96 I 28.63 

')'-BHC 1% 粉斉Ij反当 2.5 kg 区 | 

')'-BHC 1% dust 2.5kg per 0.00 I 0.45 2.64 11.77 27.26: 39.45 I 18.43 
1,000m' 

7 ・BHC 1% 粉剤反当 5 kg 区 | 
')'.BHC 19~ dust 5kg per 0.01 1.37 4.41 17.31 28.99: 29.48 I 18.43 

1,000 nz' 
無処理区 Control 0.01 0.11 0.52 2.94 8.151 40.41 47.86 

下している c 18 CIη 以上の優良苗の合計は ， 5kg 区の 42% ， 10kg 区の 52% に比して無処理区は 12%

に低下している。

かくのごとく，ヒノキの移植床においてコガネムシ類幼虫の箆息数が 3~4 月に平均 1m' 当り 3口頭

内外の場合は， BHC 施月j区においてはコガネムシ類幼虫の棲息密度が低下するため， ')'量を反当 50g

施f目すると枯損および際苗数を無処理区の平均 1/3.1 に低減せしめうる以外に，地上部の長さ 18cm 以

上の優良苗木の収量を~処理区の平均 3.3 倍に高めうる結果を得た。

ii 神奈川，愛知，京都，兵庫，岡山および新潟県下の苗畑において行った防除試験結果

同一設計のもとに上 rêの 6 県下の苗焔で 4 月に施行した薬剤l防隊試験結果を示すと第 16 ， 17 表のごと

くである

第四表で判明するように，薬剤処理問Iの幼虫箆息密度をみると，神奈川県渋沢首畑および新潟県保内

苗畑では 11が当り1l~34 頭でかなり高いが，他の 4 泉下の苗畑における幼虫倭息密度はあまり高いと

はいえないコ薬剤処理ー後の 5~7 月に 1 m' 当りの幼虫棲息密度を調査した結果では，対照区においては

処浬前の幼虫楼，目、密&に比して低下していないところもあるが，概して低下している】しかし処理区の幼

虫懐息密度はすべての場合において，処理前の幼虫棲息密度よりも減少し，その減少率は対照区のそれに

比してきわめて高い。これは BHC 粉剤の殺虫効果を示すものである。処理区の棲息幼虫数の減少程度は

試験地によっても異なり，すべての場合施用薬量にrc;じた殺虫効果を示しているとはいえないが，概して

施用薬量の多くなるのにしたがって箆息幼虫数の減少率は高くなっている傾向が認められる c

つぎに各試験地における 10 月までのコガネムシ類幼虫による首木の枯損率をみると，友部苗畑におけ

ると同様，処理前の調査で棲息幼虫数の多かった神奈川および新潟県の対照区の被害がはなはだしく，殺

虫効果に応じて処理区の被害は著しく滋少している:すなわち，神奈川県渋沢苗畑における 7・BHC 1% 

粉剤 5kg 区の枯損率は 0.7%で，対照区の約 1/30 に減少している。また，京都府上夜久野苗畑における

7.5kg 区の枯損率は 0.4%で対照区の約 1/20，愛知県豊川苗畑および岡山果植月苗畑における 7.5kg 区

の枯損率はそれぞれ 0.3%および1.3%で対煩区の 1/6 Vこ減少している。つぎに兵庫県山崎苗畑および新
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Table 16. 

Date 

')'-BHC 1 % dust 
2.5 kg per 1,000 rn2 

')'-BHC 1 % dust 
5 kg per 1,000 rn' 
')'-BHC 1% dust 
7 . 5 kg per 1,000 rn2 

Control 

31 3 
阿
川ペ

ノ
白

内
ノ
ム

1.2 34 B Z 

30 5 0.3 7 O. 己 0.4 

1.9 8 IL 8.1 

T旦ble 17. 施薬後のコガネムシ:混J:?;JJI虫等による枯煩苗木数

Number of died tr在日spIants infested by white grubs and other iuiuriou3 iusects after treatme口t.

Are旦 of e3.ch treatment con宮isted of 4 plots is 800 rn'. 

Shibusawa Nursery, Kanagawa Pr官f.

植栽本数! 月別枯損本数
Tota! NUl巾er of died transplants from May to Oct 

numDer 
lof t 旦ns- !-ーっ 一一 i一一 l 

V i Y[ ¥'11 I �1Il JX X Tota! lplants Y ¥ L Hl 1 

')'-BHC 1 %粉斉版当 2.5 kg 区I 47 , 311 211 153 の 16 3白料
γ-BHC 1% dust 2.5 kg per 1 25 ,620 %1 %1 矧% %1 % % 

1,0 ∞ 刀Z2. (切0.18の州)I(附(ω0.1ロ2)川i(ω0.0叩8)1μ(ω0.59勾y(ω0.3おBめ)訓i(ω0.0ω6) (α1.42 ) 

7ト-BHC 1% 粉剤反当 5 kg 区 1 ~C ，~~ I 2お日81 171 31 48' 651 12 

7吋-でR5恋zぷ次計 dωu凶坑 5刈h勾g 阿 I 2お5 ，β6臼ω20 Iド同(ωO l lm〉i沖水ρJトk同(ω:0 川O 川川(ω0.1叫9り引川〉バ(ωO 叫(0 附 〔り0.6紛8め>
γ-BHC 1% 粉剤反当 7.5 kg 区 1 ~C ， ~~ , 181 91 41 1ﾟ 1341 1 1 319料
Y?忠次 dust ? 5 kg 阿い5 ，ω 川)1(0 叫o 叫o 附o 引0 叫(1.25) 

l l 9舛4 一 叶抑川川41 乙υ山山…l口m…7刀一O?: 之2勾3ι25 ， 6ω20 !(ωO.j♂7) (ωO 刊 (白2.6ω紛州9の寸〕オics: iげ7)(臼8.47η)(ωO.87) (2 し 41け>

Field teョts applied in April , 1952. 

One-year.old Hinoki were planted. 

*キ Significant defferモnce at 1% level. 

Treatment Species i 

One-

yearｭ

old 

Hinoki 

無処理区 Control 

移1ìll!Ì'i木出荷 1 年生ヒノキ

料 1% の危険率で有意差

潟県保内苗j:iUにおける 7.5kg 区の枯損ネは1.3% および 7.9% で対照区のが.J 1/3 に減少しているの

神奈川県渋沢苗畑における処理後の月別枯損率を表示したものが第 17 炎で，枯損ネの最も高い時期は

友部古川uの場合と同様，加害量の最も大きい 3 令幼虫の極めて少ない 8~9 月の候である γ このような現

象は他の試験においてもみられ，苗木は 4~6，月に食害されでも直ちに枯死することなく，被害苗は夏季

の乾燥によって枯死するものが多くなってくる「

つぎに友部Witlllおよび 6 県下の苦畑における試l致結果を綜合して，処盟|清の 1 m2 当り平均幼虫寝息数
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5密度と施築後の食需による苗木の枯損半

transplants infeated by white grubョ in the field experiments. 

Hyogo (Yamaza'd) Okayama (Uetsuki) i Niig~山 (Honai ，

棲息密度 l 捷息密度 棲息密度
Grub popul3.tion tð損ギ Grub population 枯損卒 Grub populatio口 枯損率

加 l 州|刊ilcよZF9J43Ml叫IT|よ;ι皆川げlhcよ込e
施茶前 i 施薬後! of died -1JÚI菜市古蚕在fi-- of died I 施薬前 l 施薬後 of died 
Before I After I trans- Before After I tra住吉・ I Before After trans-
treat- ! treat- 'plants treat- treat- I pbnts I treat- tr官at- plants 
ment ment , ment me口t I I ment I meロt

% % % 
4 2 3 2.4 <1 2 19 2 ・ 2 19 5'  35 18 ・ 5

2 2 1 1.9 4 1 15 1.4 15 :3 J 8.4 

3 0.5 1.3 4 12 1.3 ι3 4 b 7.9 

' 2 8 3.8 6 4 12 7.2 11 13 3:, 22.2 

Niig旦ta Prefecture (Honai) planted one.year-old Sugi. 

生 10J として，それに刈する処理後の幼虫陵息率を求め，カ通つ各試!会区の平均枯損率を表示すると第 ]8 表

のごとくであるニ

Tabl巴 18. 施薬前後のコガネムシ額幼虫平均!安息密度の変化と食害による苗木の平均佑損*

Aver. percentage of grub population before and after tr白tment and 

died transplants infested hy white grubs and other injurious in氾cts_

平均棲息密度 平均袷損率Aver. percentage of grub population 
Aver. 

Treatment m~lV /1952 V~Vl/1952 ! p邑rcentage

施薬前 施薬後 I ，(I/1952~ of died 
Before Afﾌ:er - Ill/ 19" ﾒ Trユ口splants

treatment treatment 

90 9'b 。〆/v 

γ-BHC 1% 粉剤反当 2.5 kg 区
100 21.1 120.1 5.0** ')'-BHC 1% dust 2.5kg per 1,000m' 

')'-BHC 1% 粉剤反当 5 kg 区
100 17.2 77 .1 3.0ホ*

')'-BHC 1 % dust 5 kg per 1,000 m' 

')'-BI-IC 1% 粉剤反当 7.5kg 区
100 13.2 71.7 コ .1*ネ')'-BI-IC 1 % dust 7.5 kg per 1,000 m' 

無処照区 Control 100 47.2 87.7 i ユ .1

全試験結果の平均値からすると，無処理の対照区においても越冬してきたコガネムシ顎の幼虫は 3~4

月こるから 5~6 月ころまでの聞に 47.2%，すなわら，ね 1/2 に波少する。しかし処理区における幼虫

の棲息密度は対照、区よりはるかに減少しており， 5.-._， ô 月の掘取り調査において，反当り ')'-BHC 1% 拐、

剤 2.5kg 区では 21. 1% ， 5 kg 区では 17.2% ， 7.5kg 区では 13.2% 、こ波少し，各区とも BHC 粉剤に

よる殺虫効果を示している亡また， BI-IC の諸用量と 5~6 月における幼虫棲息密度の減少程度も平均値

からみると，施用量の多くなるにしたがって援忌、密度は減少している 3 しかし， 11 月から翌年 3 月まで

のコガネムシ領幼虫の棲息密度は，対照区の 88%に対して 2.5kg 区は 120% ， 5 kg 区は 77Db ， 7.5 kg 

区は 72% で，処理区と無処理区との聞の幼虫棲息密度には有意の差は認められない。
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苗木の平均枯損率は対照区の 13.19らに対して 2.5kg 区では 5% ， 5kg 区では 39(; ， 7.5kg 区では

2.1% で， kJIl:旦区と対照区の間には 170 の危険率で有志差が認められ，特に 7.5kg 区の平均枯損率は対

照区の 1/6.2 に減少しており， 8HC 粉河lの著しい防除効果を示している)なお，処理区間においても，

施薬量の多くなるにしたがって， 111木の被害率は!~軽減されている。

なお，柴容に附しては， ')'-BHC 1% および DDT 10% 粉剤を反当り 10kg の割合で前記のごとき方

法で使用した場合，スギ，ヒノキ等には全く薬害は認められなかった。

町考 察

防除に必裂なコガネムシ};\，iの成虫ならびに幼虫の種類および幼虫の生態について各地の1町田において調

査を行った。l7i1: 1日付近に棲息して灯火誘殺できるコガネムシ類については全国的に調査をすすめている

が，ここでは東北，関東および中国地方の苗畑における資料について検討することとした。

苗畑に楼忠、加害するコガネムシ類幼虫の種類は，各地域の苗焔に点いて掘取り詞査を行った結果，分類

同定できる種頴 10 極に，現在分類同定の不可能なピロウドコガネillt科に隠する極却を加えて 15 種内外

と考えられ， "1古川で青色主任光誘蛾灯によって収集される種相の半数内外で、ある u こうした現象は，成虫が

古畑付近に棲息していても産卵する場所はm畑以外であり，百畑害虫とならない種類が約半数ほど箆息し

ていることになる、苗畑に棲息加害するコガネムシ類幼虫のうち，ヒメコガネの幼虫はいずれの苗畑にも

箆息し，発生量も多く優占害虫かあるいはillt優占筈虫で，大司必去の首畑において 50~96.5%の棲息率を示

し，最も重要な苗j:lll害虫である。ヒメコガネについで広く棲息加害している種類はビロウドコガネ:ITE科，

クロコガネ，サクラコガネ， 1: ウガネプイブイおよびマメコガネで，セマ〆ラコガネ，オオクロコガネ，

ナガチャコガネおよびスジコガネの採集率は低い。前述したように，われわれの調査結果ではヒメコガネ

幼虫の発生量が最も多いのに比較して，新島，楠，宮本 (1917) は，本州，四国および九州で被害の比較

的少ないナガチャコガネが北海道ではカラマツ， f イツトウヒ，アカマヅおよびトドマツに甚大な被害を

与えていると報告しており，矢野 (1922) は同機ナガチャコガネが本州中部以北の苗畑でヒノキ，スギ，

カラマツおよびトウヒに激告を与えていると報告している 肱黒(1925) は仙台地方の苗畑調査で，掘取

り幼虫の 67%がナガチャコガネであること，中島 (1952) は北海道各地の苗畑調査の結果，最も発生数

の多い種綴はヒメコガネおよびヅヤコガネであるが，サクラコガネ，スジコカ嶋ネ，オオスジコガネおよび

ナガチャコガネの 4 種の容もはなはだしく，上司 6種のコガネムシを重要令官虫と報告している J 藍野，ノj、

島，徳永，今泉(1952) は茨域呆友部苗畑において 100m' の幼虫掘取り調査の結果， ヒメコガネ 96.5

%，サクラコガネ 4.6% ，ドウガネプイプイ 0.2% ，クロコガネ 0.5% ，ピロウドコガネ商科 0.3% で，

ヒメコガネ幼虫の発生量がきわめて多いことを報告した二上主のごとく，北海道は別として，われわれの

調査結果では山形，石川および滋賀県下の苗畑から少数採集されているだけで，十ガチャコガネはあまり

重要な首畑害虫とは考えられない。しかし，苗畑の環境条件によっては注意すべき害虫である。

コガネムシの幼虫が季節的に垂直移動を行うことについては，古くより調査研究がある。新島，富木，

棒 (1917) はナガチャコガネの幼虫について，秋季の平均棲息深度は 3.7 cm , 12 月 24 日は 18.6 cm , 

4 月下旬は 6.7cm ， 5 月下旬は 8.2cm と報告しており，明永 (1925) は1l~2 月までは 3~6 寸まで

に棲息数多く， 3~10 月までは 0~3 寸までに最も幼虫棲息数が多いと報告している ο 沢，田村 (1940)

によると1l~3 月までは平均深度 12~18cm に多くの幼虫が越冬しているが， 4 月下旬より 0~3cm に
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穆窃Jして挺食加吉する そして秋季ふたたび幼虫が下方に移動するのは，地温の上下に影響されるもので

あると報伝している《また，田村 (1952) の報告によると，幼虫の平均分布深度は 4 月より 10 月上旬ま

では O~lOcm である このようなコガネムシ療幼虫の春秋 2 回にわたる棲息深度の変化は，著者らの周

年制査においても:認められ， 1:) 月下旬以降は表土より下方に移動する幼虫数が多くなり ， 10~20cm の

陵息数が最も多く，ついで 0-10cm および 20~30cm が多く， 30-40 c;n はきわめて少ない状態で越冬

する。春季の上方移動は概して 4 月からであるが，温暖な地方または温暖な冬は 3 月下旬から上方に移動

を開始し ， 0-10cm 1こ多く棲息してH{食加害を í'fう かかるコガネムシ類幼虫の季節による棲息深度の

変化と地温との関係についての報告を4ると， Pm'¥z (1928) は PolYPhylla olivieri について，幼虫の垂

宜移動は地温によって左右され，地温が1O~12 ニC になった場合に行われるといっており， KOS)[ACI-IEYｭ

SKTT (1937) は 5 月の上方移動は 8.0-9.2C C ， 10 月の下方移動は 7.6~9.2 C であると報告している

また，中 [i;j (1952) は春季の上方移動は 11-13 CC，秋季の下方移動は温度の逆転矧の 13-17 C 前後か

らはじまると報告している 著者らの調査結果では，春季の上方移動は地温 10-120C，秋季の下方修動

は地温 14-17 C で 19われることが観察されたす上~~~春秋 2 季の上下移動のうち，春季の上方移動開始の

地温は多くの見虫の活動開始温度で，活動開始の最低温度の限界に近いものと推測できるが，秋季の下方

穆動開始温度は比絞的高く，上司の絶体温度以外に，地温の逆転または温度の傾斜度が刺戟となって移動

を行わしめるものではない方通と考えられるつ

コガネムシー即刻J虫の rD木根部の加害時期は，一般に越冬期を|徐いた 4~10 月ころまでである しかし太

平洋岸の温暖な地形においては越冬期聞はきわめて短く，加害期間は前1の一般加害期間よりも長い二百

木の被告は幼虫の陵息密度にもよるが，概して 3 令幼虫の多い時期に顕著に現われる すなわち，茨城県

友;~ilおよび神奈川県渋沢苗畑のごとく， 2 令で越年する幼虫の多いところの被筈は主に春 l 回で， 3 令幼

虫は 5-6 月に最も多いにしかるに西南太平洋岸地帯では慨して 3 令で越年する幼虫が多く，したがって

3 令の加害時期は春秋 2 季となり，被害も春以外に秋にも現われることがある 3令幼虫による激害は令

矧別保食量のffiて、あって， 2 令幼虫の 3 倍内外の体重を有する 3 令幼虫の扶食量は，中島 (1952) の報告

によると 2 令幼虫の 2-2.5 倍となっている

コガネムシ)Jj幼虫をはじめ他の土接昆虫による苗木の i波書量に関しては，それらの種績，懐息数，植殺

樹撞， 14木の成長皮，紋I台条件および気象条件等種々の要素が関連していて，一概に調査結果を比較する

のは困難な点もあるが，ヒノキおよびスギの 1 年生苗木の 4-10 月までの被害量調査を行った二 1 年生ヒ

ノキについて制査した結果てt主，コガ不ムシ類幼虫の倭息密度が高く 3-4 月に平均 1m' 当り 30 頭内

外の茨城県友;';ilf'tîr.1lトヤ和"奈川果渋沢苗畑における枯損首木数は多く，その枯損半はそれぞれ24.7% ， 21.4 

%を示しているが，兵庫県山崎町の苗畑のように 1m' 当りの昆息数が少なし平均 2頭としづ首畑の桔

損率は低く 3.8% ， 全読査地の平均桔損率は 13.0% である なお，コガネムシ類幼虫の棲息数が平均

1 m' 当り 30 頭内外になると，廃苗数の多くなることはもちろんで，枯讃苗に廃苗を加えた被害率は 53

~59% にも達する:このような被害は，ヒノキ苗の被害浪部の再生力が弱し、ためと考えられるご つぎに

1 年生スギ、苗の枯損率については，藍野，小島，徳永，今泉 (1951) の友部苗畑における報告があり，ス

ギ苗は浪部の再生力強く，激害を受けても梅雨期に発恨再生するものが多く，加害されたため不良苗木は

相当出るが，枯死するものが比較的少ないこ 1 読査区 150m' ， 3 調査区の 1 年生スギ苗の 8 月までの枯

損率は 0.1 ， 0.2 , 3.3%で， 1 年生ヒノキ苗よりも低い枯損率を示しているごまた 1953 年の千葉果旭町
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の民営1古川における 100m' の制査では枯損率 4.2% ， 1952 年の新潟県保内の白川における柑損率ば 22.2

%，前↓Tcl5 個所の平均佑煩率は 6.0% となり，ヒノキの柑損率の 1/2 以下である。

このようなヒノキ苗とスギ苗の袷損率の差は， 1951 年の友部首畑においても見られ， 1 年生ヒノキ苗

の平均枯損率が 2.9% であるのに比較して， 1 年生スギ.首の平均枯損率は 1.2% となっている戸しかる

に枯損のあまり同だたない 6 月に，任意に 6 がずっヒノキ移fu'i床で、 2 個所，スギ移航床で 3 個所を掘り

取れ根号11の食害状況を抗済した結果では，ヒノキの平均中・ 2教書率が 8.9% であるのに対して，スギの

平均中・激害率は 14.0% を示し，枯損率と逆になっている。したがってヒノキとスギの枯損率の差l土，

コガネムシ煩幼虫等の加害樹種に対する好選性に基因するものではなく，むしろ加害されやすいスギが強

い再生力をもっていることに本因するもの主考えられる。

室内殺虫試験を '}'-BHC 0.5% および DDT 10% 粉剤について1'1'ったしその結果によると，ヒメコガ

ネの 2 令幼虫は 7 ・BHC 0.5% 粉河jの土援への混ス量が 1~0. :J6% では，致死薬量を超過しているため

大部分の供試虫は 4 日日に死亡し，生き残っていても麻痩状態にあって 8 日目には 10D% 死亡している、

しかし薬量が 0.03% 以下になると殺虫率は低下してくる。 すなわち， 90% の殺虫率を得るのに薬量

D.03% では 8 日， 0.01% では 36 日を要L ， 10:)% の殺虫率を得るのに薬量 0.03% では 26 日を要し

ているコしかるに， 2 令幼虫よりはる力 aに大形の 3 令幼虫においては， 0.06% の薬景で 90% の殺虫率

を得るのに 16 日を， 0.03% の菜量で 100% の殺虫率を得るのに 44 日を要している すなわち，菜量

0.03% および 0.01% の試験結果から， 90~100% の殺虫率を得るために 3 令幼虫は 2 令幼虫の 3 併の

薬量を必要とする

コガネムシ類の幼虫に対する 7 ・BHC の殺虫試験について， WλLCり'1"1' (1951)は Phyllopl:aga ~誌の

2 種の 3 令幼虫を供試しており，本種の 3 令幼虫を 10:1%殺虫できる薬量は '}'-BHC 0.5% を使用した

場合 0.045% となり，ヒメコガネの 3 令幼虫を 100% 設虫できる菜量の1. 5 倍となる また，コガネム

シ類幼虫の殺虫剤に対する令矧別抵抗什ーについては， HOW1, & C川!1'1mf， r， (1953) が Cotinis 'zitida 

L.の1， 2 , 3 令幼虫を用いてアルドリンで試験を行っている その試検結果によると，若令幼虫ほどア

ルドリンに対する感受性は高く， 2 令幼虫は 1 令幼虫の 5 倍， 3 令幼虫は 2 令幼虫の 2 f汗の抵抗力をもっ

ているらヒメコガネにおいても， BHC に対して 3 令幼虫ば 2 令幼虫の 3 倍程度の抵抗力をもっているも

のと考えられる。

DDT 18% 粉剤の殺虫剤J果は， 2 令幼虫を 98~1:)O% 殺虫する最低薬量に近い 0.01% i'::' おいては，

lClJ% の殺虫率を得るのに 36 日を要し，このような低濃度では BHC の 0.01% に比して持じ遅効性と

はいえない。しかし，菜量が 0.03% 以上になった場合， BHC と DDT の殺虫曲線が離れて〈るのは明

らかに DDT の遅効性を示すものである。なお， DDT に対して 3 令幼虫が 2 令幼虫の 6 倍正の去抗性

を示すことは，令期別ヒメコガネ幼虫の DDT に対する感受性の相違によるものであろう

室内殺虫試験結果に基いて 1m' の金網枠内の繰り返し防除試験を行ったのであるが，前記のごとく，

'}'-BHC 0.5% および DDT 10% 粉剤ともにヒメコガネの 2 令幼虫に対して 90~100% の殺虫主与を得る

ためには， 0.01% の薬量，すなわち， '}'-BHC 0.5% 粉剤 10g ('}'量 0.05g) および DDT 10% 粉剤

10 g を 10 C71告の表土にj昆スすることが必要である。 1951 年の試験結果では，対照区において供試 2 令幼

虫の 71.7%が生存しているのに 7・BHC 0.5% 粉剤 7.5 ， 15 , 22.5g 区ともにヒメコガネの生存幼虫は

認められなかった。 同様に DDT 10% 粉剤 7.5 ， 15 , 22.5g 区においても 7.5g 区および ~2.5g 区
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にヒメコガネ 2 令幼虫が 1.7% ずつ生存していただけで，著しい殺虫効果を示しているに補j 1 年生ヒノ

キ苗の被害率は BHC および DDT ともに処現区においては 0.9-2.8% で，被害率がきわめて低いの

は殺虫効果のためと考えられるが，対照区において平均 1 m' 当り 14 顕の幼虫が援息しているにしては

5.6% の惚??率は少ない。これは金網枠の横が板で士宮長湿度が高かったためか，あるいは除草が不充分で

食餌が豊富で、あったことも関係しているものと考えられる弓

1952 年には ')'.BHC 1% 粉剤を使用するとともに. 1 枠に放節jするヒメコガネ 2 令幼虫数を 30 11ll:に

して繰り返 L試験を行った r その結果によると. ')'.BHC 1% 粉剤では 1m' 枠当り 5g (')'量 0.05g) 

以上を表士約 10cm の液さまでj昆スすれば 99%の殺虫効采を挙げることができる。しかし. ')'量が 1 m' , 
当り 0.0375g であっても殺虫率 98%. ')'量 0.025g fこ減少しでも 8)% の殺Ell-事を示すことは，気象

条{午以外に薬剤!の均等散布ができず，濃厚散布の行われた土壌を幼虫が通過して殺虫されたのではなし、か

と考えられる「なお.J:tl:-.の枠試験においては，殺虫剤を表土が，) 10cm の深さまで混入してから供試幼

虫を放飼している したがって供試幼虫は必ず薬剤jの混スしている表土を通過するので，この結果を直ち

に野外試験に当てはめて考えることはできない なお. 1952 年度の試験結果(第 9. 10 表)にヒメコガ

ネ以外のビロウ J: ゴガネJnî科に属する幼虫が記録されているが，これはIJ、形のピロウドコガネifli科の!t'<.虫

が春かり初]夏にかけて試験枠内に侵ス産卵したものからM化した幼虫ではないかと考えられるひ

SlIE:¥FE [， '1、&:. SO[I(OYEH (1951)は 206 悶の一定体積の金網飼育籍を苗畑に設置し，主に Phyllc­

Phaga tristis FAJl.の 1. 2 令幼虫を供試して各種殺虫剤の殺虫試験および主主勿j試験を ifっている 3 使用

した薬剤は. BHC. DDT. クロールヂン，ヂイルドリン等の有機の塩素系殺虫剤および有機燐剤のほカ h

に硫酸鉛等がある 土擦に混入する薬量は試験枠内』こおける深さ 3 インチの土壌を単位として数段階をと

り，これよりエーカー当りの薬量を計算して殺虫効宋;ならびに桟効を表示している。その結果処間当年の

1 令幼虫の殺虫率は， グロール干ン 2.5LBSlac何で lOJ9'~ , パラ千オン 2.5LBSfacre で 9).4%.

γ-BHC 0.25-1 J_BS/acre で 1))% を示している{

また，処別後 1 年の 1 令幼虫に対する 1 LB/ac仰の殺虫率はクロールデンの 66.39~ に対して ')'-BHC

(')'長 0.113 g/..'I') では 100% である 史住民:後 2 年にお:する 1 令幼虫の殺虫卒は， クロールヂン 2_5

LBS/acre 工 10J%. ヂイル J: リン 10 LBS/acre ，土 99%. ')'-BHC 1 LB/acre f主 100%. DDT 10 LBS/ 

前向は 73.196 となっている なお，処用後 4年に tòl) る殺虫率は，クロールデンの 2.5LBSμC陀の

92.8% に対して. ')'-BHC 1 LB/acre は 73.3% となっている

.0)，1:ーの試験結果から，同一量の有効殺虫成分を土擦に混スする場合は. y-BHC の殺虫効果がきわめて

顕著である ε ただ. ')'-BHC の残効がアメリカにおいて著しいことは，試験方法のみでなく気象因子も大

いに関与しているのではないカ h と考えられるさ

野舛試験における薬剤j処理前後のコガネムシ類幼虫数の抱取り面積は，友部首畑においては試験区面積

の 296 ，他の 6 県下の古畑における掘取り面積l土 5~&である二全試験地において，処理前の各試験区の l

M 当り平均幼虫陵息数は 2-34 頭であるが，各薬剤処理ー区の 1 m' 当り平均幼虫霞，君、数は 0.5-8 頭に

減少している しかし，士壊中のコガネムシ類幼虫の棲息密度の傾向を知るために，試験面積の 2-5%を

0.5-1. 0mヨ挙位に任意抽出法で掘取り調査したがなお不克分である c すなわち，第 11-15 表に示す友

部首畑の試験結果において. Y-BHC O_59-iJ 粉剤を使用した第 1 試験の処理後 6 月における幼虫毘忌密度

のi成少のしかたは. y-BHC 1% 粉斉IJを使用した第 2 試験の同期における幼虫棲息密度よりも少ないc し
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かし，処珂ー区の 10月までの75木枯損率は，幼虫陵息密度の高いと考えられる第 1 試験の処現区の方が少な

い結果になっており，同様な傾向は 11 月までの平均苗長， 12 月までの彼宵苗木率においてもみられる。

これについては，コガネムシ:領幼虫の陵息精度に犬きなふれがあるので， 2~5% の面積の掘J反り調査を

行っても実際の試験地における幼虫の棲息密度を准定するには不充分な資料である。しかし， SIIEi¥""}'EL'l' 

(1951) もコガネムシ類幼虫の薬剤l防除試吸で指摘しているように， 処Jm区の幼虫のなかには死なないま

でも麻揮によって充分食害できない個体もあるので，処理区における幼虫の慢息密度と被害率とは必ずし

も平{干しない;場合もあり得るであろう つぎに 11 月から翌年 3 月までの問に掘取り調査を仔った結果で

は，コガネムシ額幼虫の懐息密度は処理区において，処理前における 3~4 月の援且、密度より低くなって

いる場合が多しこれは 8~9 月ころの新しく勝化した幼虫に対して BHC の筏効が或る程度あるもの1
考えられる、なお，残ガJの点については第四表の全試験結果の平均値をみても， 11~3 月の問に棲息密

度は y.BHC 1% 粉剤 5kg 区で 77% ， 7.5hg 区で 72% に減少している。ただ上誌の 11~3 月におけ

る幼虫の慢息密度調査は 5 個所の巾 3 個所ーが 11 月に行われているので， 5 個所ともに翌春 3~4 月に調

査すれば冬期間の環境抵抗によってよりー肝低い援息密度になるのではないかと考えられる ν また，コガ

ネムシ類幼虫の平均 11が当り俵息密度が 4 月に 3::> llJi内外で，被害のはなはだしカ‘った友市首畑ならび

に渋沢苗畑における 11 月の棲息筏度調査では，対照区の箆息密度が逆に処理区の棲息密度よりも著しく

低い(これは両首j:HIにおける対照区における春の被害がはなはだしく，優l目立で全く地肌の蔽われた処理

区に比絞して，枯損苗ーや成育不良苗で地肌の見える対照区には夏季成虫の産卵が少なかったものと考えら

れる。

コガネムシ類幼虫の欧米における野外防除試験は，戦後有機の合成殺虫剤が登場するに及んで，まず

DDT からはじまった。特にアメリカにおいては芝生ならびに牧草地を加害するコガネムシ顎幼虫に対し

て，各種の塩素系殺虫剤および有機燐剤による多くの防|徐試験が行われた。この種の防除試験は野外にお

いて行われることが多く，各種の殺虫剤を種々の形態で施用し，効果の判定には処理前の幼虫棲息密度と

処理後数年間の健息密度を比較しているじ FLE)I!XG & H�LEY (195D) , FLE~[L，\(; & 1¥11.¥1:¥1" (1953) 

は DDT 10% 粉剤反当り約 63 kg を 7.5cm 内外の土壌に混入した防除試験において連続 5 カ年の調査

では幼虫の1%息密皮は著しく減少し，防|徐効果は 5 年目でも相当あると報合しているが，上記の薬量はわ

れわれの施用薬量よりもきわめて多いニ

POJ,IVK,\ (1950) は工業用 DDT 25 LBS/acre およびクロ{ルデン 9.6 LBS/ac何で著しい防除効果

をt与ている。ま Tこ， BlJlWAGE & GHYItrSCυ(1952; 1953) は DDT 2.5 , 5 , 1DLBS/acre, Y.BHC 0.5 , 

1 , 2 LBS/acre , クロ{ノレデン 1 ， 2 , 5 LBS/acre および数種の塩素系殺虫剤を施府して牧草地における

ゴガ・ネムシ類幼虫の防除試験を行っており， DDT は 5LBS/acre 以上 ， Y-BHC は 1 LBS/acre 以上で著

しい防除効果のあることを報告している J この結果はわれわれの防除試験における薬剤l施用量と防除効果

にやや近似している主いえるごただ，上司の DDT および BHC の薬量で 2 年間も防除効果のあることは，

施薬地の状況，施薬方法およびアメリカの気象特に雨量の少ないことが関係しているものと考えられるっ

ただし，クロ{ノレデンは 5 LBS/ac何では防除効果が少ないので施薬量を増加すべきであると報じている J

Gk:llBI:ELL & STJはLA)."'J) (1950) は DDT， BHC，クロールデンその他の塩素系殺虫剤および有機燐

剤を使用して首畑害虫の防除試験を行っている仁その結果，有効成分にして DDT 20 LBS/acr: , y-BHC 

5 LBS/ac何，グロ{ルテ、ン 20 LBS/ac仰の中， BHC とクロールヂンは上記の薬量で 2 ， 3 令のゴガネム
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シY;rJ:tJJ虫を 95% 以上殺虫できるが， DDTははるかに劣っていると報告している ただ供試した BHC は

Y 1% 粉剤であって， 反当施用量に換算すると 56 kg となり， われわれの施用量の 7.5 倍であるュ

GAMBHELL は Y.RHC 5 LBSjacr3 以下の薬量の防除試験を行っていないが，特に大形種でない以上コ

ガネムジlJ~幼虫に対して防除効果を挙げ得る 7 ・BHC の適量は，われわれの武喰結果からしてはるかに

低いものと考えられる、

なお，木野外防除試験結果においては，多くの場合施薬後の幼虫棲息密度および苗木の被害率について

処E黒区と無処斑区との聞には有意差がみられるが，処理区間には有意差がみられない J これは首畑におけ

るコガネムシ煩幼虫の分布がきわめて不規則であって，古市己薬剤量の段階では有意のi!&が求めにくし、ほ y

の幼虫分布の広いぱらつきを示しているものと:考えられるむ

高~湾に関しては，本試験に施則した BHC および DDT 粉弗jの薬量では 1 {I-'生ヒノキならびにスギの

移舶首に対して，また藍野，小島， 1窓永，今泉 (1950) の発表では 1 年生スギの移植苗に対して γ.BHC

0.5% 粉斉IJ反当り 40 kg , 1 年生スギ，ヒノキ苗に対しては 7 ・BHC 0.5% および DDT 10% 粉剤反当

り 20kg の施用では， なんらの薬害は認められなかった。 また， 1 年生のマヅおよびカラマヅの移植首

に対して ， Y ・BHC 1% 粉剤l反当り 10kg を施用しでも同様に薬害は認められなかった(未発表〉。

G A-!¥nnu; r, L はコガネムシ類幼虫の防除試験に y.BHC 1% 粉剤を反当り 56 旬以上施肘した場合，針奨

樹立lの根に軽微な成長阻止がみられたと報じているが，土壌害虫を防除するのに高濃度の 7 休をl::、要と

する場合はリンヂーンを使用するか，または他の適切な他の殺虫剤を使mすべきである。

V 摘要

防除に必一授なコガネムシ:J\ffの分'eyjならびに生態的研究を各地において行うと同時に，コガネムシ類幼虫

の生態に基いて室内殺虫試験，金網枠による防除試験および野外防除試験を行った その試験研究の結果

を契約すると次のごとくである

1. 秋田，山形，新潟，茨城，石川および島根県下の 8 沼畑で点火誘殺および採集観察を行った結果で

は，コガ不ムシ科に属する 34 種の成虫が苗畑付近に棲息しており，成虫越冬を行う種煩を除いて ， IN.虫

の発生期間は 6 月下旬~9 月中旬である。 34 種のうちヒメコガネの発生量が最も多く，優占種かE五億占

種となっている場合が多い3 地域的にはヒメサクラコガネ，アオドウガネ或いはスジコガネが優占種とな

っている場合があり，ノ、ンノヒメコガネ，サクラコガネ，ドウガネプイプイ，アカピロウドコガネは発供

量の多少にカのミわらず，すべての苗畑から採集されている c

2. 苗tl日に捷息加tZするコガネムシ~j幼虫の種額はヒメコガネ， ドウガネプイプイ，サクラコガネ，セ

マダラコガネ，スジコガネ，アォドウガネ， '7ロコガネ，オオクロコガネ，マメコガネ，ナガチャコガネ，

ピロウドコガネ亜科に属する種類であるつこのうち，多くの場合優占害虫となっている種類は，成虫の場

合と同様ヒメコガネの幼虫で，各地の苦畑における掘取り幼虫の 22.7~96.0% はヒメコガネの幼虫であ

るこヒメコガネについで重要な種類はピロウドゴガネ亜科，クロコガネ，サクラコガネおよびドウガネプ

イプイである。

3. 東京近郊の苦畑におけるヒメコガネの幼虫は過半数 2 令で越冬するが，西日本の太平洋岸に近接し

た古畑では 3 令幼虫で越冬するものが過半数を占めているつ

4. 加害持期は概して 4~10 月で，越冬幼虫のうち 2 令幼虫が過半数を占めている地域の苗畑では
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5~6 月の力!ドぎがはなはだしく，顕著な被告は春 1 巨lである( しかし，越冬幼虫のうち， 3 令幼虫がj位半

数を占めている苗畑では， 3 令幼虫の多い春秋に加害がはなはだしく，苗の被害は春季のほかに秋季にも

起る可能性がある一

5. 1 年生ヒノキ首のコガネムシ類幼虫等による平均枯損率は 13% であるが， 1 削2 当りコガネムシ

'J&[幼虫の棲E属、皮が 4 月ころの抱取り調査で 30 ìíJ'i内外に高まると，枯損首に廃古iを加算した被害率は平

均 56% にも注する c 1 年生スギ苗のコガネムシ類幼虫等による平均枯損率は，ヒノキ首よりも低く 69~

であるごこれは加害他物に対するコガネムシ類幼虫の好;皇陛によるものではなく，スギ苗の強い抵抗性に

よるものである」

6. 本州において，コガネムシ類幼虫は秋 10 月ごろより翌春 3 月ころまでの冬季聞は，地表より 10

-20cm の深さに最も多く懐E、越冬しているが， 4 月ころ力、ら仕方に移動を開始し， 4~9月ころまでは O

~10cm のt;q:息密度が最も高L 、 c かかる幼虫の季節jによる垂直移動は，幼虫の趨温性によるものと考えら

れ，春季l土地温が1O~120C で，土壌の表明と下層の地温がほぼ等しくなるか，または表層の地温が下層

の地温より高くなる場合，上昇移動を開始する。また秋季は地温が 14~17 C で，表問の地温が下層の地

視より低〈なる場合，下降移動をはじめ，凍結線以下に降ドして越冬を行うの

7. 室内殺虫式験から，越冬中lIh、は越冬後のヒメコガネ 2 令幼虫に対して 90~100% の殺虫率を得

るためには， γ.BHC 0.5% 粉斉Ijを波茂 70% の土壌に重量比で 0.01% 混入すればよいのであるが， 3 

令幼虫:こ対して同一殺虫剤J果を得るには 3 倍の薬量を必要とする r また， DDT 10% 粉剤を湿度 70% の

士撲に混スする場合， ヒメコガネ 2 令幼虫に対し同一殺虫率を得るためには BHC と同様 0.01 %でよ

ろしいが， 3令幼虫に対して同一殺虫効果を得るには 6 倍の薬量を必要とするの

8. 11がの金網枠試験結果ではヒメコガネ 2 令幼虫に対して ， ^I ・BHC 1% 粉剤円 g および DDT 10 

pb 粉斉Ij 7.5g をが.J 10cm の表土に混入することによって 98% の殺虫効果を挙げることができたF

9. 野外防除試験において，薬剤処翌日 2 個月内外後の 1m' 当りコガネムシ類幼虫の平均援，邑密度は，

処期前の平均懐息密度に対し，対照区では 47.2% であるが ， ^I ・BHC1% 粉斉IJ反当り 2.5kg 区では 22.1

%，反当り 5 1lg 区では 17.2% ，反当り 7.5 1lg 区では 13.2?告に低下し著しい殺虫剤J果を示している

なお，処理区は対照区に対して 1% の危険率で有志差を示しているが，処瑚区間には有志、差は認められ

ない c

10. 前 1 "1'.生ヒノキ iYI のコガ?にムシおl幼虫等による平均j1~狽率は対照区の 13.1%に対して， Î-BHC 1 

9ó 粉剤反当り 2.5kg 区では 5.0% ，反当り 5kg 区では 3.0% ，反当り 7.5kg 区では 2.19i に;減少

し，顕著な防除効果を示している c なお処見!区は対照区に対して 1% の危険率で有志差を示しているが，

処理区間には有意差は認められないG

11. 潟 1 年生ヒノキ首を植殺した試験地において， 4 月における越冬コガ不ムシ類幼虫の棲，E密度が

1m' 当り平均 30 頭内外の場合， Î-BHC 0.5% 粉剤反当り 10kg 区および γ-BHC 1% 粉剤反当り 5kg

区における，地上部の苗長 18cm 以上の優良百の収量は対照区の 3.3 倍で‘あったう

12. Î.BHC 1% および DDT 10% 粉剤を苗畑の表土 10c'n 内外の深さまで混ス施用しても，反当

り 20kg までは満 1 年生のヒノキ， スギ ， J7 ロ~'Yおよびカラマヅの移植iDにはなんら薬害は認められ

なかったご
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図版説明 Explanation of plates. 

Plate 1. 茨城県笠間営林署友部前畑における野外防除試験

Field experiment at Tomobe nursery , Ibaragi Pref. 1952. Photo. Dec. 1952. 

C. ')'.BHC 1% 粉剤反当り 5kg 区

')'.BHC 1% dust 5flg per 1,000m2 

Cont. 対照区

Control 

Plate 2. 神奈川果渋沢首畑における野外防除試験

Field experiment at Shibusawa nursery, Kanagawa Pref. 1952. Photo. Oct. 1952. 

A. ')'-BHC 1% 粉剤l反当り 2.5kg 区

')'-BHC 1% dust 2.5kg per 1 ,000m' 

B. ')'-BHC 1% 粉斉Ij反当り 5kg 区

γ-BHC 1% dust 5kg per 1 ,000m' 

D. ')'・BHC 1% 反当り 7.5kg 区

')'-BHC 1% dust 7.5kg per 1 ， 000 閉2

Cont. 対日号、区

Coロtrol
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Research on Control Measures Against Injurious Insects 

that Attack Nursery stock-1. 

Ecological studies and chemical control of white grubs. 

Sukehisa Arxo , Fusao Y A:~[ADA and Nobuo GOKA::¥' 

(R駸um�) 

- 35 

This report deaJs with the ecological and taxonomical studies of Scarahaeidae larvae 

for the chemical control , mortality experiments of the dominant species in the laboratory, 

wire.screen cage tests and field experiments. 

The resuJts ohtained are as follows: 

1. ;14 species of May.beetles belonging to Scarabaeidae were collected by the li宮ht.trap

or sweeping in eight nurseries in Honshu. The beetles vary somewhat in their life history , 

but generally they are active from the last ten days of June to the middle ten days of 

September, excepting the species overwintering in the adult stage. 

Among them the well.known Anomala 叩fOClφ向。 MO'J'f' (JJ. is dominant or sub.domina口t

in many cases , but locally A. geniculata Mo'l'sι1I.， A. testacei戸 "s MO'l' Rι11. and A. albo�ilosa 

HOPE are dominant. A. maltistriata M()T~CH. ， A. daimiana H.\H.川.1)， A. cu�rea HOl'E a口d

Autocerica cιstanea Annm¥" were collected in every nursery investigated. 

2. Overwintering species inhabiting the nursery beds, which coτlsist of larvae and of 

adults that have not yet taken flight from the soiJ , are Anomala 打tfOClψ向。 MO'l'SCH. ， A. 

cuþ陀a Hoμ， A. daimiana HAHOLll , A. orientalis W A'J'ElUJ., A. testacei戸es MO'l'円ιJI. ， A. 

alboμlosa HO l'E, Lachnosterna kiotonens;s BHE:XSKE , L. morosa W A'I'ERlI., Po�illia ja抑制ca

NEW:Ml日 ， Heþtoρhylla 戸icea J河川町，ll. and several species of Sericinae. In the nursery , the 

most d巴structive dominant pest is the larvae of A. rufoclψrea Mo~'sιH. as in the case 

of the adult, and ib percentage of overwintering larvae in 12 nur時ries is 22. 7~96. 0%. 

Also the larvae of Sericinae , L. kiotonensis BH1;:\~KE ， A. cuþ何a HOl'E a口d A. daimiana 

HAHOLD occur in rather manyτlurseries a口d feed 0ロ the living roots of nursery stock. 

3. In most paγts of the Kanto region , about 70% of overwintering larvae of A. 

rufoclψ問。 MOTSCH. are 2nd instar larvae , but , generally , in the south.we3tern part of 

Honshu along the Pacific coast 3rd instar larvae account for more than 50%. 

4. Feeding continues throughout the seasons except the winter, but in the nursery 

inhabited by more than 50% of overwintering 2nd instar larvae of A. rufocuρrea MOTSι1 1.， 

iniury is usually the most severe from May to June by the 3rd instar larvae. However , 

when more than 50% of the overwint巴ring 3rd instar larvae prevail , som巴times severe 

iniury will be found in the autumn besides the spring. 

5. Average percentage of the dead one-year-o!d Hinoki (Chamaecy仰ris obtusa) transｭ

plaロts infested by white grubs is 13% , and if from 22 to as maロy as 34 white gruhs inhabit 

per square meter, perceロtage of iniury including useless nursery stocks is 56%. 

Aver証ge percentage of the dead one-year.old Sugi (Cryρtomeria ja戸onica) traロヨplantョ

infested by white grubs is 6%. This lesser iniury is not due to the white gruhs' host. 

selection, hut to the stronger resistance of Sugi transplats agaiロst white.grub iniury. 

6. In Honshu , the white grubs live in the soil at a depth of 0-40cm helow the surf丘ce

and feed on the roots of seedlings，仕ansplants a口d weeds. From October through March 

population density of the larvae is the highest at a depth of 10-20 cm. As the soil becomes 
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warm in the spring , they work upward, and from April through Septemcer the population 

density of the larvae is the highest at a depth of 0-10 cm. 

1n the spring, as the ~oil temperature rises about 10~12cC and the difference between 

the soil temperature of the upper and the lower part is ve1'y small, 01' the temperature of 

the upper part is high巴r than that of the lower one, they work their way upward in the 

soi1. 

1n the autumn, on the approach of cold we旦ther and as the soil temperature falls about 

14~lTC， and the temperature of the lower part becomes higher than that of the upper 

one, they migrate deep into the soil below th巴 frost line. This seasonal vertical movement 

of the white grubs seems to be caused by their thermotropism. 

7. Laboratory experiments have been conducted with 2nd and 3rd instar larvae of A. 

rufocup陀a MOTSιII. to evaluate the toxicity of the chlorinated organic insecticides. The 

amount of Y ・BHC 0.5% and DDT 10% dust to be mixed in the loam soil of 70% relative 

humidity , is 0.01% in soil weight, when 90~10日% mo1'taIity of the 2nd instar larvae is 

required. But the relative resistance increases consistently as the iロstars advance, and in 

order to obtain the same mortality rate with 3rd instar larvae, the nec巴ssary amounts of 

Y-BHC 0.5% dust and DDT 10% dust are 0.03 , 0.06% respectively. 

8. Control experiments with a 100x1ωx60 cm wire古creen cage, having the 30 cm 

lower portion set in the ground and the upper 30 cm portion protrudiロg above the ground 

surface were repeated three times. 

1n these fi巴ld cage experiments with 2nd instョr larva巴 of A. rltfocuρ向。 MO'1事ιll. ， 98% 

mortality was obtained whe口 5g of トBHC 0.5% and 7.5g of DDT 10% dust had been 

applied per 0.lmX1 削， of caged soi 1. 

9. Field experiments we1'e established in April in latin square. 1n each test nursery , 

grub population digging recording were made before and after treatments. Average grub 

population density at about 2 months after treatment compared with that before treatment 

was as follows: control 47.2% , Y-BHC 1% dust 2.5 kg per 0.1 m X 1 ,000 m' 21. 1% , 5 kg per 

0.lmx1 ,000m' 17.2% , 7.5kg per O.lmX l, OOOm' 13.2% respectively. BHC showed a 

high degree of efficiency in the control of white grubs. About 50% larva! mortality of 

the non-treated plots from April to ]une is due to natural resistance , and despite the signiｭ

ficant difference recognized at 1% level between treated and untreated plots, there is no 

significant difference betw巴en treated ones. 

10. 1n the field experiments, average percentage of the dead one-year-old Hinoki 

transplants kiIled by white grubs wおお follows: control 13.1% , Y ・BHC 1% dust 2.511g 

per 0.lmx1 ,000m' 5% , 511g per 0.lmX1 ， OOOm宮 3% ， 7.511g per 0.lmx1 ,000m' 2.1% 

respectively and BHC showed good ability in the protection of transplants. Significant 

difference at 1% level is recognized between tr白ted and untreated plots, but there is no 

sig口ificant difference between treated 0口es.

11. In a heavi!y infested nursery in which were transplanted one-year-old Hinoki , 

when the grub population is about 30 per m' in the spring, the number of good transplants 

grown to a height exceeding 18cm above ground in the treated plot with Y-BHC 1% dust 

5 kg per 0.1 m x 1 ,000117' was 3.3 times that in the untreated plot. 

12. No phytotoxic symptoms were visible on 0口e-year-o!d Sugi , Hinoki , black pine and 

]apanese larch~transplants treated with Y-BHC 1% and DDT 10% dust 20llg per O.lmx 

1 ,000117'. 
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